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まえがき

対象読者

本書は，日本語DECwindows Motif for OpenVMS Alpha V1.2–4の構成要素であ
るNew Desktopを利用するユーザをおもな対象としたドキュメントです。記載さ
れている内容は一般ユーザ，システム管理の担当者，プログラマのために書かれて
います。

本書の構成

本書はあらゆる層のユーザを対象としています。表 1は，各章のタイトルとその章
の対象読者をまとめたものです。

表 1 各章とその対象読者

章 タイトル 対象読者

1 New Desktopの概要 すべてのユーザ

2 New Desktopの使い方 すべてのユーザ

3 New Desktopの管理 システム管理者および上級ユーザー

4 New Desktopにアプリケーションの統合 プログラマ

5 New Desktopのプログラミング・リソース プログラマ

参考文献

表 2は，本書に関連するドキュメントをまとめたものです。
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表 2 本書に関連するドキュメント

ドキュメント・タイトル 説明

『日本語 DECwindows Motif for
OpenVMS V1.2–4リリース・ノ
ート』

リリース・ノートとともに新機能も説明しています。

『日本語 DECwindows Motif for
OpenVMS V1.2–4インストレー
ション・ガイド』

インストレーション方法について詳しく説明していま
す。

共通デスクトップ環境 (CDE)関連
ドキュメント

UNIXベンダが作成した日本語ドキュメントで，
PSフォーマットのものが「Corporate Online
Documentation Library CD-ROM」に含まれてい
ます。また，第 1.8.1項で説明しているように印刷版
もあります。

OpenVMSの製品とサービスに関する追加情報は，弊社の次のOpenVMS Webサ
イトにアクセスしてください。

http://www.openvms.digital.com

表記について

OpenVMS AXPオペレーティング・システムの名称が，新しくOpenVMS Alpha
に変わりましたのでご注意ください。本書に記載のOpenVMS AXPまたは AXP
は，OpenVMS Alphaまたは Alphaと同じものを指します。

本書では，DECwindowsおよびDECwindows Motifは，日本語DECwindows
Motif for OpenVMSソフトウェアを指します。

本書ではこの他に次の表記法を使用します。

MB1 (選択)
MB3 (メニュー表示)

MB1はマウスの左ボタンのことで，MB3はマウスの右ボタン
のことを表します。

Ctrl/x 複数のキーを組み合わせて使用する場合に，このように表しま
す。この場合は， Ctrlキーを押しながら同時にその他のキー
を押したりポインティング・デバイスのボタンを押すことを表
します。
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Return 四角で囲んだキーの名前は，コマンドの例文中ではキーボード
上のそのキーを押すことを表します。ただし，説明文中ではキ
ーの名前は四角で囲まれません。

. . . 例文中の横に並んだ点は省略符号で，次のどれか 1つに該当し
ます。

• 文の追加オプションの引き数が省略されている。

• 前項目（複数の場合あり）が 1回以上繰り返される。

• 追加パラメータ，値またはその他の情報をこの部分に入力
する。

.

.

.

例文中の縦に並んだ点は省略符号で，コード例またはコマン
ド・フォーマットから項目が省略されていることを示します。
これは，その項目がトピックを説明するにあたって重要でない
ためです。

( ) コマンド・フォーマットの説明文中の丸括弧（）は， 1つ以上
のオプションを選択する場合，オプションを必ず括弧で囲まな
ければならないことを示しています。

[ ] コマンド・フォーマットの説明文中の四角い括弧[ ]は，オプシ
ョンで付加する要素を示しています。これらのオプションから
1つだけ，まったく選ばない，すべてを選ぶという選択ができ
ます。（ただし， OpenVMSファイル仕様でのディレクトリ名
の構文，または代入文中のサブストリング仕様の構文において
は，この括弧そのものはオプションではありません。）

{ } コマンド・フォーマットの説明文中の波括弧{ }は，この中にあ
るオプションを必ず選択しなければならないことを示していま
す。括弧で囲まれたオプションの中から 1つを選択してくださ
い。

太字 太字のテキストは新しい用語の紹介，または引き数名，属性
名，理由を表します。

太字テキストは Bookreader版のドキュメントでユーザによる
入力を示す場合にも使用されます。

斜体文字 斜体文字は，重要な情報，ドキュメントの正式名称，または変
数を示します。変数とは変動する情報で，例えばシステムの出
力（内部エラー番号），コマンド行 (/PRODUCER=名前)，テ
キスト中のコマンド・パラメータ（デバイス名は英数字 5文字
以下）などがあります。

大文字 大文字テキストは，コマンド，ルーチン名，ファイル名，また
はシステム特権の略称を示します。
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Monospace type このフォントのテキストは，構文例や対話式で画面に表示され
るテキストを表します。

ただし， Cプログラミング言語では，例中にあるキーワード，
独立してコンパイルされる外部関数名やファイル名，構文の要
約，変数名または識別子名を本文で引用するときに，このフォ
ントの文字で表します。

- コマンド・フォーマットの説明文，コマンド行またはコード行
の末尾のハイフン（-）は，そのコマンドや文が次の行へ続くこ
とを表します。

数字 テキスト中のすべての数字は，特に指定されてない限り 10進
法の数字です。 2進数， 8進数， 16進数など 10進数でない
基数の場合は断り書きがあります。
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1
New Desktopの概要

本章では次の事柄について説明します。

• CDE概要 (第 1.1節)

• CDEを採用する理由 (第 1.2節)

• New Desktop概要 (第 1.3節)

• New Desktopの基本的な操作方法 (第 1.4節)

• New Desktopの生産性向上のための機能 (第 1.5節)

• ユーザ・アプリケーション (第 1.6節)

• New Desktopで利用できる API(アプリケーション・プログラミング・インタ
フェース)およびアプリケーション統合サービス (第 1.7節)

• New Desktop関連ドキュメント (第 1.8節)

1.1 CDE概要

Motifおよび X11をベースとした CDE (共通デスクトップ環境)は，次世代デ
スクトップとして知られています。 CDEは，UNIXベンダ大手数社 (Hewlett-
Packard， Sun， IBM，Novell)によって開発され，UNIXデスクトップ・インタ
フェースを統合し，一貫したユーザ環境と開発環境を定義しているものです。

CDEは，これらのUNIXベンダならびに OSF (Open Software Foundation, Inc.)
が開発した既存のテクノロジの上に構築されたものです。 CDEは，Motifを置き
換えるものではなく，図 1–1に示すように，Motifの上位層として位置付けられる
付加的なソフトウェア層です。 CDEはMotifを補助するものとしてプログラミン
グ・ユーティリティを追加し，一貫性のある統合されたユーザ・インタフェースお
よび開発インタフェースを提供します。
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1.2 CDEを採用する理由

弊社は Tru64 UNIXオペレーティング・システムに CDEを採用し， CDEの主要
な部分をOpenVMS Alphaでも実現しています。DECwindowsデスクトップの後
継として位置付けられる CDEは，最新技術のグラフィカル・ユーザ・インタフェ
ースです。このインタフェースは視覚的な操作性に優れ，生産性を向上させる多く
の機能を提供しています。

ユーザ・インタフェースの標準化により， CDE提供ベンダが開発したシステム
で，一般ユーザならびにシステム管理者が作業を行う場合の能率が向上します。ま
た，ソフトウェアを習得するためのトレーニング費用の削減にもなります。このよ
うに多様なシステムで使用することができるように開発環境を標準化することによ
り，アプリケーションの作成と保守が容易になります。

1.3 New Desktop概要

OpenVMS Alphaで実現された CDEをNew Desktopと呼びます。以前のバージ
ョンのDECwindows Motifユーザ・インタフェースは，DECwindowsデスクト
ップです。DECwindows Motifは，図 1–1で示すようにNew Desktopのベース
となっています。最上位のアプリケーションは，下位のすべてのアプリケーション
を呼び出すことができます。

New Desktopを使用したために，DECwindows Motifのアプリケーションを実行
できなくなることはありません。New Desktop環境であっても，漢字端末エミュ
レータを使用して任意のDECwindows Motifアプリケーションを実行することが
できます。さらに，New Desktop環境で，すべてのDECwindowsアプリケーシ
ョンを実行できるように構成することもできます。

OpenVMS AlphaではNew Desktopがデフォルトのデスクトップですが，従来の
DECwindowsデスクトップを使用することもできます。New Desktopのインスト
レーション時に，またはNew Desktopのログイン・ボックスからDECwindows
デスクトップを選択することができます。インストレーション後，特権ユーザがシ
ステムのセットアップ・ファイルを編集して DECwindowsを再起動することによ
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1.3 New Desktop概要

り， 2つのデスクトップを切り替えることができます。詳細は，本書の第 3.2節を
参照してください。

図 1–1 New Desktopのアーキテクチャ

CDE and DECwindows Motif Applications

Motif Toolkit Library (Xm)

To X Display Server

CDE
Help

Services

CDE Drag−
and−Drop
Services

CDE

TCP/IP
Transport

Custom

DECnet
Transport

Widgets

Local
Transport

To X Display Server

Ethernet

ZK−8648A−GE

X Toolkit Intrinsics (Xt)

X Library (Xlib)

DECwindows Transport

Digital
Extensions to
Motif (DXm)
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1.4 New Desktopの基本的な操作方法

次の手順に従って本書を参照しながらアプリケーションを使用することにより，
New Desktopの基本的な操作方法を習得することができます。

1. 本書の第 1章と第 2章をお読みください。また，必要に応じて第 3章～第 5章
も参照してください。

2. フロントパネルからアクセスできるオンライン・ヘルプの[デスクトップの紹
介]を利用してください。特に[デスクトップの外観]の項目が有用です。

このオンライン・ヘルプは，New Desktopに最初にログインする際に表示さ
れますが，フロントパネルのヘルプ・アイコンからもアクセスすることができ
ます。

3. CDEアプリケーションをいくつか選択して実行し，そのヘルプまたはオンライ
ン・マニュアルを参照してください。

1.5 New Desktopの生産性向上のための機能

New Desktopは，DECwindows Motifにはない多くの機能を提供します。特に作
業の生産性を向上させる機能として，次のものがあります。

図 1–2 フロントパネル

• フロントパネル

フロントパネル (図 1–2)は，アプリケーションへの高速アクセスを実現してい
ます。ユーザがカスタマイズしたワークスペースのいずれかをフロントパネル
から選択したり，アイコンで表示されているアプリケーションを起動すること
ができます。選択ならびに起動は，ワークスペースのアイコンまたはアプリケ
ーション・アイコンをマウスでシングル・クリックするだけで実行できます。

1–4 New Desktopの概要
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すべてのワークスペースについて，図 1–2と同様のフロントパネルが表示され
ます。

フロントパネルの 3つのアイコンはサブパネルを持っています。サブパネルを
持つアイコンには，その上部に矢印が付いています。この矢印をシングル・ク
リックすれば，選択項目メニューが入ったサブパネルが表示され，矢印が下向
きに表示されます。この矢印をシングル・クリックすると，メニュー表示が消
えます。

アイコン，ワークスペース名，サブパネルに表示されるアプリケーションな
ど，フロントパネルの各種部分をカスタマイズすることができます。

フロントパネルには，DECwindowsセッション・マネージャで提供されてい
る多くの機能が用意されています。アプリケーションを選択する場合はそのア
プリケーションのアイコンをクリックし，現在のセッションを休止する場合は
ロック・アイコンをクリックし，終了する場合は EXITボタンをクリックしま
す。フロントパネルはNew Desktopのウィンドウ・マネージャの一部です。

• ワークスペース

ワークスペースは仮想画面です。ワークスペースを選択すると，そのワークス
ペースに含まれているアプリケーションだけが表示されます。複数のワークス
ペースの使用により，作業内容に応じて，日常的に同時に使用するアプリケー
ションをグループにまとめて，作業を整理することができます。たとえば， 1
つのワークスペースをプロジェクト管理用， 2つ目をインターネット通信用，
3つ目を経理業務用として使用することができます。

ワークスペースの追加，削除，名前の変更を動的に行うことができます。デフ
ォルトのワークスペース数は 4面 (図 1–2)ですが，最大 64面まで使用するこ
とができます。ワークスペースの数はシステム・リソースによって制限される
場合があります。

• アイコン・ベースのファイル・マネージャ

アイコン・ベースのファイル・マネージャでは，ドラッグ・ドロップ機能を使
用することによって，ファイルを迅速かつ簡単に管理することができます。ま
た，ファイル・マネージャでは， (アプリケーション・マネージャを介した)ア
プリケーションの一覧機能およびごみ箱という 2つの特殊なタイプの最上位レ
ベル・ウィンドウもサポートしています。
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ファイル・マネージャを使用することで，ディレクトリの階層構造を簡単に移
動することができます。ファイル・マネージャには，たとえばツリー構造の表
示，あるいはファイルサイズ，改訂日付を含む拡張された詳細情報の表示など
のいくつかの表示オプションが含まれています。また，ファイル型を指定した
ファイルの選択，いくつかの条件による並べ替えを実行することができます。

• ワークスペースごとに起動しているアプリケーションの自動的な保存および復
元

ログアウト時に，現在のセッションの状態が保存されます。ログアウト時に起
動していたアプリケーションが自動的な保存および復元をサポートする場合
は，次回のログイン時に，自動的にログアウト時の状態に戻ります。あるいは
使用中のセッションの状態を保存して，ログイン時にその時点の状態に戻すこ
ともできます。New Desktopに含まれているアプリケーションはすべてこの
機能をサポートしています。

注意

自動的な保存および復元が実行される細部のレベルは，アプリケーション
に応じて異なります。アプリケーションによっては，保存時点のアプリケ
ーションの表示を含む全体の状態を復元するものと，主要画面だけを復元
するものがあります。

1.6 ユーザ用アプリケーション

表 1–1は，New Desktopに含まれる CDEおよびDECwindowsの全ユーザ・ア
プリケーションについて，次の項目別にまとめたものです。

• アプリケーション名

• 実行可能ファイル名

• CDEアプリケーションまたはDECwindowsアプリケーションのいずれか

• あらかじめ構成されたフロントパネルからのアクセス可能性
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New Desktopに統合されたユーザ・アプリケーションに加え，日本語
DECwindows Motif V1.2–4に含まれているすべてのDECwindowsアプリケ
ーションもNew Desktopの一部を構成しているため，アプリケーション・マネー
ジャからアクセスすることができます。なお，New DesktopにはNew Desktop
ヘルプ用のヘルプ・ビューアとDECwindowsヘルプ用の Bookreaderの， 2種類
のヘルプ・ビューアがあることに注意してください。

表 1–1 ユーザ・アプリケーションおよびサービス

アプリケーション名 実行可能プログラム名
CDEまたは
DECwindows

フロントパネ
ルからアクセ
ス可/不可

アクション・データベースお
よび実行管理ユーティリティ
(アクション作成)

dtcreate CDE 不可

アクション・ユーティリティ dtaction CDE 不可

アプリケーション・マネージ
ャ，ファイル・マネージャ

dtfile CDE 可

Bookreader decw$bookreader1 DECwindows 可

電卓 dtcalc CDE 可

カレンダ decw$calendar DECwindows 可

時計 decw$clock DECwindows 不可2

漢字端末エミュレータ DECW$TERMINAL DECwindows 可

フロントパネルおよびワーク
スペース・マネージャ

dtwm CDE —

ヘルプ印刷ユーティリティ dthelpprint CDE 不可

ヘルプ・ビューア dthelpview CDE 可

アイコン・エディタ dticon CDE 可3

メール・プログラム DECW$MAIL DECwindows 可

1[ヘルプ]サブパネルからアクセス可能です。
2フロントパネルの時計は表示のみのアイコンのため，このアイコンをクリックしても時計アプリケーシ
ョンにアクセスすることはできません。ただし，アプリケーション・マネージャの DECwindowsアプ
リケーション・グループからアクセス可能です。
3[個人アプリケーション]サブパネルからアクセス可能です。

(次ページに続く)
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表 1–1 (続き) ユーザ・アプリケーションおよびサービス

アプリケーション名 実行可能プログラム名
CDEまたは
DECwindows

フロントパネ
ルからアクセ
ス可/不可

印刷ダイアログ PRINTDIALOG DECwindows4 可

セッション・マネージャ dtsession CDE 不可

スタイル・マネージャ dtstyle CDE 可

テキスト・エディタ dtpad CDE 可3

ごみ箱 dtfile CDE 可

エラー監視 DECW$MESSAGEPANEL DECwindows 不可

3[個人アプリケーション]サブパネルからアクセス可能です。
4DECwindows印刷ウイジェットをベースとしています。

1.7 APIおよびアプリケーション統合サービス

New Desktopでは， CDEの API (アプリケーション・プログラミング・インタフ
ェース)とアプリケーション統合サービスを利用することができます (本書の第 5.2
節を参照)。

これらの新規の APIとアプリケーション統合サービスに加え，すべての
DECwindows Motifの APIおよびアプリケーション統合サービスをNew
Desktopから使用することができます。

1.8 New Desktop関連ドキュメント

DECwindows Motifキットには，New Desktopをサポートするための次のドキュ
メントが含まれています。

• オンライン・ヘルプによる紹介

• オンライン・リファレンス・ページ (マニュアル・ページとも呼ばれます)

• すべての CDEアプリケーションに関するヘルプ

• すべてのDECwindowsアプリケーションに関するヘルプ
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• HTML形式の CDEドキュメント一式

• Bookreader形式のDECwindows Motifドキュメント一式 (ほとんどのドキュメ
ントについて)

ドキュメントについての詳細は，次の表を参照してください。

表 1–2 New Desktopのドキュメント

ドキュメント 内容 アクセス方法

オンライン・ヘルプ

フロントパネルのヘル
プ

CDEデスクトップの概要
を説明するヘルプで， New
Desktopのすべての CDEアプ
リケーションのヘルプならび
に Bookreaderへアクセスが可
能です。

フロントパネルの[ヘルプ]アイコンをク
リックしてヘルプ・マネージャのメニュ
ーを表示するか，ヘルプのサブパネルを
表示して[デスクトップの紹介]，[ヘ
ルプ・マネージャ],[DECwindows
Bookreader]のいずれかを選択しま
す。ヘルプ・マネージャからは，[デス
クトップの紹介]と[CDEアプリケーショ
ン・ヘルプ]を選択することができます。

CDEアイテム・ヘルプ フロントパネル上およびアプ
リケーション内のアイコンと
コントロール (ボタン)の簡単
な説明です。

ヘルプメニューからアイテムを選んでク
リックし，情報を表示したいアイコンま
たはコントロールにカーソルを移動して
クリックします。アイテム・ヘルプを利
用する場合は，この手順を繰り返してく
ださい。

アプリケーション・
ヘルプ (CDEおよび
DECwindows)

アプリケーション内の状況依
存ヘルプを含む各アプリケー
ションの[ヘルプ]メニューで
す。

アプリケーションを起動し，メニュー・
バーからヘルプを選択します。この[ヘル
プ]メニューから必要な項目を選択してく
ださい。

オンライン・ドキュメントおよびリファレンス・ページ

CDEオンライン・ドキ
ュメント

CDEを開発した UNIXベン
ダが作成したドキュメントで
す。

『Online Documentation Library CD-
ROM User’s Guide』を参照するか， PS
ファイルを印刷してください。

(次ページに続く)
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表 1–2 (続き) New Desktopのドキュメント

ドキュメント 内容 アクセス方法

オンライン・ドキュメントおよびリファレンス・ページ

CDEのオンライン・リ
ファレンス・ページ

CDEを開発した UNIX ベンダ
が作成した CDEシステムの多
くのコマンドについて説明し
ているリファレンス・マニュ
アルです。

ファイル・マネージャからリファレン
ス・ページのディレクトリ1を選択し，
読みたいファイルを選択します。アプリ
ケーション・マネージャから[デスクト
ップ・アプリケーション]を選択し，次
に[マニュアル・ページ・ビューア]を選
択して，読みたいファイル名を入力しま
す。

DECwindows Motifオ
ンライン・ドキュメン
ト

弊社作成のドキュメント フロントパネルの[ヘルプ]アイコン
の上部の矢印をクリックし，[ヘル
プ]サブパネルを表示します。続い
て[DECwindows Bookreader]アイコン
を選択して必要なドキュメントを選択し
ます。2

印刷版ドキュメント

印刷版 CDEドキュメン
ト

CDEを開発した UNIXベンダ
作成のドキュメント (Digital
UNIXの表紙)。

ご注文は第 1.8.1項にある注文番号をお
調べのうえ，弊社にご連絡ください。ご
注文方法は本書の「まえがき」に記載さ
れています。

1ディレクトリ名は CDE$SYSTEM_DEFAULTS:[MAN]です。
2この選択方法を使用するには， Bookreaderのシステム論理名 DECW$BOOKが，ブックリーダのファイルが常
駐しているディレクトリを示している必要があります。

1.8.1 CDEドキュメント

CDE (共通デスクトップ環境)ドキュメントとその注文番号は，表 1–3にまとめて
あります。本書の「まえがき」で説明しているように，弊社にご注文ください。
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表 1–3 CDEドキュメントと注文番号

タイトル 注文番号
総ペー
ジ数

共通デスクトップ環境:ユーザーズ・ガイド AA-QWKNA-TE 360

共通デスクトップ環境:上級ユーザ及びシステム管理者ガイ
ド

AA-QWKPA-TE 338

共通デスクトップ環境:プログラマ概要 AA-QWKRA-TE 92

共通デスクトップ環境:プログラマーズ・ガイド AA-QWKXA-TE 210

共通デスクトップ環境:プログラマーズ・ガイド (ヘルプ・シ
ステム編)

AA-QWKQA-TE 318

共通デスクトップ環境:プログラマーズ・ガイド (国際化対応
編)

AA-QWKUA-TE 172

共通デスクトップ環境:スタイル・ガイド AA-QWKTA-TE 286
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2
New Desktopの使用方法

本章では次の事項について説明します。

• New Desktopに含まれる CDEユーザ・アプリケーション (第 2.1節)

• DECwindowsアプリケーションの起動 (第 2.2節)

• アプリケーションの起動の簡素化 (第 2.3節)

• CDEユーザ・ドキュメント (第 2.4節)

2.1 New Desktopに含まれるCDEユーザ・アプリケーション

この節では，New Desktopに含まれる CDEユーザ・アプリケーションについて
簡単に説明します。特に，DECwindowsデスクトップのアプリケーションを使い
慣れたユーザに対して，両者の違いを説明します。UNIXシステム上の CDEと
New Desktopの相違については，付録 Aで説明しています。

2.1.1 ログイン・マネージャ

ログイン・マネージャは，従来のDECwindowsデスクトップのログイン・ボック
スと同様の方法で，New Desktopのログイン処理と認証処理を行います。ユーザ
の認証に加え，いくつかのオプションがあります。

[オプション]プルダウン・メニューから，次のオプションを選択することができま
す。

• ユーザ・インタフェースで使用する言語

• 使用するセッションのタイプ

• ログイン画面をリセットするかどうか
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次のセッション・タイプを選択できます。

• New Desktopセッション

New Desktopが標準の環境です。

• フェイルセーフ・セッション

フェイルセーフ・セッションは，起動時の問題を修正するための漢字端末エミ
ュレータ 1面に限定された環境です。

• DECwindowsセッション

DECwindowsセッションは従来のDECwindows環境です。

ログイン画面のリセットは，ログイン画面に対するユーザ設定を無効とする場合，
あるいは X端末環境でログイン・ボックスを取り除いてログイン処理を中止する場
合に有用です。

2.1.2 フロントパネル

図 2–1に示すフロントパネルは，アプリケーションおよびその他多くの機能への
高速なアクセスを提供します。この節では，DECwindowsデスクトップを使い慣
れたユーザに対して，フロントパネルの特徴について説明します。基本的な操作方
法は次のとおりです。

• フロントパネルの移動

左右いずれかの移動ハンドルにカーソルを合わせてマウスの左ボタン (MB1)を
押すと，フロントパネルを移動することができます。フロントパネルは上下の
移動はできますが，回転はできません。

• アプリケーションの起動

フロントパネルの[時計]以外のアイコンは，シングル・クリックするだけでア
イコンに対応したアプリケーションを起動することができます。

• 各アイコンに関する情報の表示
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図 2–1 フロントパネル

アイコンにカーソルを合わせてマウスの右ボタン (MB3)を押すと，そのアイコ
ンについて説明したヘルプの表示，あるいはサブパネルの追加や削除を行うす
ることができます。

• [時計]アイコン

[時計]アプリケーションは現在の時刻を表示します。ただし，[時計]はフロント
パネルにある他のアプリケーションとは異なり，個別のアプリケーションでは
ありません。[時計]はウィンドウ・マネージャの一部であり，フロントパネル
の環境設定ファイルの日付制御定義を編集することによってカスタマイズする
ことができます。編集方法については，『共通デスクトップ環境:上級ユーザ及
びシステム管理者ガイド』を参照してください。DECwindowsの[時計]アプリ
ケーションには，アプリケーション・マネージャの[DECwindowsアプリケー
ション]からアクセスすることができます。

• アイコンの上にある矢印

矢印は，サブパネルやメニューがあることを示します。カーソルを矢印に合わ
せてシングル・クリックすると，サブパネルが表示されます。サプパネルに表
示される[アイコンのインストール]項目を使用すると，そのメニューにアプリ
ケーションを追加することができます。サブパネルを閉じる場合は，サブメニ
ューを開いた際に下向きに表示された矢印にカーソルを合わせて，シングル・
クリックします。

• サブパネルの移動
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サブパネルはマウスの左ボタンを使用して移動することができます。カーソル
をサブパネルのメニュー・バーに合わせて左ボタンを押したまま，サブパネル
を新しい位置にドラッグして，ボタンを離します。

• フロントパネルとワークスペースの関係

ワークスペースは最大 64面まで使用することができます。すべてのワークスペ
ースは同一のフロントパネルを使用し，各ワークスペースに表示されます。

• アプリケーションとワークスペースの関係

同一のアプリケーションを複数のワークスペースに配置することができます。
たとえば[テキスト・エディタ]を 2つのワークスペースに配置したり，[時計]を
各ワークスペースに配置することが可能です。これには，図 2–2に示す[ウィ
ンドウ]メニューで，[配置するワークスペース]あるいは[すべてのワークスペ
ースに配置]のいずれかを選択します。アプリケーションの[ウィンドウ]メニュ
ーは，メイン・ウィンドウの左上のコントロールをクリックすると表示されま
す。

• ワークスペースの管理

カーソルをワークスペースのコントロール・ボタンに合わせて，マウスの右ボ
タン (MB3)を押すと，ワークスペースの追加，削除，名前変更のためのメニュ
ーが表示されます。

2.1.3 アプリケーション・マネージャ

アプリケーション・マネージャはシステムで利用可能なアプリケーションやツー
ルを 1つにまとめたものです。アプリケーション・マネージャは，表 2–1に示す
New Desktopで提供されるアプリケーションおよびユーザが作成するアプリケー
ション (第 4.4節を参照)の各アプリケーション・グループをサポートしています。

アプリケーション・マネージャ画面を表示するには，図 2–1に示す[アプリケーシ
ョン・マネージャ]アイコンをシングル・クリックします。アプリケーション・マ
ネージャ画面でグループのアイコンをダブル・クリックすると，グループを選択す
ることができます。そのグループ内の各アプリケーションを表すアイコンを含む画
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図 2–2 ウィンドウ・マネージャのメニュー

面が表示されます。この画面でアイコンをダブル・クリックすると，対応するアプ
リケーションを起動することができます。
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表 2–1 構成済みのアプリケーション・グループ

グループ 内容

DECwindowsアプリケ
ーション

DECwindows Motif V1.2-3以前のメール・プログラム，カレン
ダ，ファイルビュー，カード管理その他の全アプリケーション

DECwindowsユーティ
リティ

大部分の標準 Xユーティリティ

デスクトップ・アプリ
ケーション

CDEアプリケーション

デスクトップツール ファイルの比較，論理名の表示，イメージの表示など，ユーザ共
通の処理を行うツール

アプリケーション・マネージャについての詳細は，オンライン・ヘルプあるいは
『共通デスクトップ環境:ユーザーズ・ガイド』を参照してください。

2.1.4 電卓

New Desktopの電卓アプリケーションには，次の機能があります。

• 3モード:科学計算用 (標準)，論理計算用，財務計算用

• 科学計算モードで 3種の三角法

• 10進数， 2進数， 8進数， 16進数の 4つの数値計算

• 各モードにつき，数値を記憶する 10個のメモリ

数値はメモリから呼び出したり，表示領域と指定したメモリとの間での交換が
可能です。

New Desktopの電卓には，[個人アプリケーション]サブパネルからアクセスするこ
とができます。詳細はヘルプを参照してください。

DECwindowsデスクトップの電卓も使用可能です。アプリケーション・マネージ
ャの[DECwindowsアプリケーション]グループからアクセスすることができます。
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2.1.5 ファイル・マネージャ

ファイル・マネージャは各ファイルをアイコンで表示します。ドラッグ・ドロップ
機能を使用して，ファイルを簡単に操作することができます。またファイルへの高
速なアクセスができるよう，画面の背景に配置することも可能です。また異なるデ
ィレクトリあるいは同一ディレクトリ内のファイルを同時に表示することもできま
す。

2.1.5.1 ファイルの表現方法

ファイル・マネージャでは次の 4種のファイル表現方法をサポートしています。

• 拡大アイコン

• 縮小アイコン

• ファイル名のみ

• ディレクトリ階層構造の表示

ユーザはいずれかの表現方法を選択することができます。ディレクトリの階層構造
内を頻繁に移動する場合は，ディレクトリ階層構造の表示を選択するとよいでしょ
う。

注意

ファイル・マネージャで拡張子.EXEや.COMが付いているファイルをク
リックして，実行可能プログラムやコマンド・プロシージャを起動した場
合，対応する漢字端末エミュレータのウィンドウが起動され，プログラム
あるいはコマンド・プロシージャの出力が表示されます。漢字端末エミュ
レータのウィンドウは，実行可能プログラムやコマンド・プロシージャの
タイプとは無関係に作成されます。漢字端末エミュレータのウィンドウを
表示しない場合は，その実行可能ファイルやコマンド・ファイルを起動す
るための新規のアクション定義ファイルと対応するアクション (stub)・フ
ァイルを作成する必要があります。アクション定義ファイルとアクショ
ン・ファイル作成方法についての詳細は，第 4.1節を参照してください。
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2.1.5.2 ファイルのフィルタリングと並べ替え

いくつかの条件によるファイルのフィルタリングおよび並べ替えが可能です。フィ
ルタ・オプションの設定は，ファイル・マネージャのメニュー・バーで[表示]を選
択し，[表示]メニューの[フィルタ・オプションの設定]を選択してください。各種
のデータ型のフィルタのオンおよびオフが可能です。たとえば， COM_FILE型の
ファイルだけを表示したり， COM_FILE型以外の全ファイルを表示したりするこ
とができます (第 3.4.2.1項を参照)。フィルタ・オプションでは，明示的なファイ
ル型 (たとえば.RDB)だけでなく，ファイルのバージョン別にフィルタリングする
こともできます。すべてのバージョンのファイルを表示したり，最新バージョンだ
けを表示させることができます。

並べ替えの条件の設定は，ファイル・マネージャのメニュー・バーで[表示]を選択
し，[表示]メニューで[表示オプションの設定]を選択します。アルファベット順，
データ型順，変更日付順，サイズ順の並べ替えを選択することができます。

ファイル・マネージャの機能についての詳細は，そのオンライン・ヘルプ，『共通
デスクトップ環境:ユーザーズ・ガイド』，『共通デスクトップ環境:上級ユーザ及
びシステム管理者ガイド』を参照してください。

2.1.6 ごみ箱

ファイル・マネージャでは，[ごみ箱]アイコンにファイルをドロップすることがで
きます。[ごみ箱]に移動したファイルは実際には削除されず，ディスク使用量は元
のままの状態となります。ファイルを削除するには，ごみ箱の内容をシュレッドす
る必要があります。シュレッドされていないごみ箱内のファイルは，元に戻すこと
ができます。

2.1.7 ヘルプ・ビューア

ヘルプ・ビューアはフロントパネル (図 2–1を参照)ならびに各 CDEアプリケーシ
ョンからアクセスすることができ，New Desktop内の全 CDEアプリケーション
のヘルプを表示します。アプリケーションのヘルプに加え，ヘルプに関するヘル
プ，デスクトップの紹介，アイテム・ヘルプなど，他の数種のヘルプも用意されて
います。
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アイテム・ヘルプを使用するには，[ヘルプ]サブパネルから[アイテム・ヘルプ]を
選択し，カーソルを表示させたい項目に移動してシングル・クリックします。最大
サイズのウィンドウにヘルプが表示されます。

ヘルプ・ビューアについての詳細は，そのオンライン・ヘルプと『共通デスクトッ
プ環境:ユーザーズ・ガイド』を参照してください。

2.1.8 アイコン・エディタ

アイコン・エディタは，[漢字端末エミュレータ]アイコンの上にあるサブパネルか
ら起動することができ，新規アイコンの作成あるいは既存のアイコンの編集をする
ことができます。アイコンのサイズの変更，ホットスポットの追加，画面のイメー
ジを取り込んでの編集などが可能です。

アイコン・エディタについての詳細は，そのオンライン・ヘルプと『共通デスクト
ップ環境:ユーザーズ・ガイド』を参照してください。

2.1.9 印刷ダイアログ

フロントパネルの[プリンタ]アイコン (図 2–1を参照)は，デスクトップ用のデフォ
ルト・プリンタをアクセスするよう設定することができます。デフォルト・プリン
タは，システムの SYS$PRINT論理名の値によって定義することができます。

[印刷ダイアログ]を使用して，デフォルト・プリンタの異なる印刷ジョブ・オプシ
ョンを選択することができます。[印刷ダイアログ]を起動するには，フロントパネ
ルのアイコンをクリックします。

デフォルト・プリンタに指定したオプションを使用して，デフォルト・プリンタに
ファイルを印刷する場合は，印刷したいファイルのアイコンをドラッグて[印刷ダ
イアログ]アイコンにドロップします。

デフォルト・プリンタとは異なるプリンタを使用する場合は，第 3.4.5項を参照し
てください。
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2.1.10 テキスト・エディタ

テキスト・エディタは完全な機能を持つテキスト・エディタで，漢字端末エミュレ
ータのアイコンの上にあるサブパネルからアクセスすることができます。これは標
準のテキスト編集機能だけでなく，ドラッグ・ドロップ機能などの高度な機能も持
っています。ドラッグ・ドロップ機能を使用して，テキストの移動，テキストのコ
ピー，ファイル全体の別のファイルへの書き込みを行うことができます。

デフォルト・エディタとして別のエディタを使用したい場合は，第 3.4.6項を参照
してください。

2.1.11 セッション・マネージャ

セッション・マネージャは，スタイル・マネージャの[起動]メニューから起動する
ことができます。[起動]メニューで，アプリケーションの次回のセッションの構成
を選択することができます。表 2–2に[起動]メニューのオプションを示します。

表 2–2 起動メニューのオプション

オプション 説明

[このセッションを再開] 次回ログインする場合に，ログアウトした際のセッションの構
成に可能なかぎり近いセッションを再開します。

[ホームセッションを開始] 次回ログインした場合に，ホームセッションとして定義した構
成のセッションを開始します。ホームセッションを定義してい
ない場合は，システムのデフォルト・セッションを開始しま
す。

[ログアウト時に決定] ログアウトする場合に，次回に起動するオプションとして[この
セッションを再開]あるいは[ホームセッションを開始]のいずれ
かを選択することができます。

[ログアウト確認] ログアウトの確認のメッセージの表示あるいは非表示を指定す
ることができます。

[ホームセッションを設定] 現在のセッションをホーム・セッションとして選択することが
できます。セッション起動中はどの時点でも選択が可能です。
セッション起動中に行ったカスタマイズも含まれます。
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2.1.12 スタイル・マネージャ

スタイル・マネージャで，デスクトップ環境の次の構成要素を制御することができ
ます。

• フォント・サイズ

• 背景 (各ワークスペース)

• 使用言語，クリックの特性を含むキーボードの属性

• マウスの属性

• ビープ音の特性

• 画面特性

画面のロック時に画面の消去，あるいは背景機能の使用を選択することができ
ます。

• ウィンドウの動作設定

ウィンドウをアクティブにする方法 (ポインタの移動あるいはクリック)など。

• 起動属性

第 2.1.11項の説明を参照。

• セキュリティ

個人のデスクトップの使用を許可されたユーザの設定。

2.2 DECwindowsアプリケーションの起動

DECwindows Motifの旧バージョンで提供されるすべてのアプリケーションが，
New Desktopに含まれています。デフォルト設定では，そのうちのいくつかをフ
ロントパネルから起動することができ，アプリケーション・マネージャからはすべ
てのアプリケーションを起動することができます。フロントパネルから起動可能な
アプリケーションは，次のとおりです。

• カレンダ

• メール・プログラム
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• 漢字端末エミュレータ

DECwindowsアプリケーションは，漢字端末エミュレータからも起動すること
ができます。DECwindowsアプリケーションのオプション製品 (別途購入された
DECwindowsアプリケーション)も，漢字端末エミュレータから起動することがで
きます。

表 2–3は各アプリケーションの起動方法をまとめたものです。

表 2–3 DECwindowsアプリケーションの起動方法

起動する場所 起動方法

フロントパネル アイコンあるいはサブパネルからアプリケーションを選択し
てシングル・クリックします。

アプリケーション・マネ
ージャ

フロントパネルから[アプリケーション・マネージャ]アイコン
をシングル・クリックし，続いてアプリケーション・グループ
のアイコンをダブル・クリックし，さらに該当のアプリケーシ
ョンのアイコンをダブルクリックします。

漢字端末エミュレータ システムで定義されているアプリケーション名によってアプリ
ケーションを実行します。

2.3 アプリケーション起動の簡素化

アプリケーション・マネージャあるいはフロントパネルに配置されていないアプリ
ケーションも起動することができます。ファイル・マネージャからそのアプリケー
ションのデフォルト・アイコン (ファイル名の下に稲妻のマークがあるアイコン)を
ドラックして，次のいずれかの場所にドロップしてください。

• アプリケーション・マネージャの新規アプリケーション・グループ

• フロントパネルの[個人アプリケーション]サブパネルの[アイコンのインストー
ル] (そのサブパネルに新規アプリケーションのアイコンが作成されます)

• デスクトップ (ワークスペースの背景)

アプリケーションのアイコンを上記のいずれかの位置に移動すると，その移動した
位置からアプリケーションを起動することができます。
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この方法でアイコンを移動した場合，アプリケーションを起動することはできます
が，移動したアプリケーションにはNew Desktopの一部であるアプリケーション
と同等レベルの統合性はありません。たとえば，移動したアプリケーションには独
自のアイコンがなく，そのアプリケーションを起動するたびに新たに漢字端末エミ
ュレータが作成されます。アイコンについては，New Desktopで用意されている
アイコンのなかから異なるアイコンを選択したり，新しいアイコンを作成したりす
ることができます。また，漢字端末エミュレータが不要な場合は消去することがで
きます。また，そのアプリケーションをNew Desktopに統合する場合は，自動的
に指定する引数を設定することもできます。

最小限の統合については第 4.1節を参照してください。新規アプリケーション・グ
ループの作成方法については，第 4.4節を参照してください。

2.4 CDEユーザ・ドキュメント

New Desktopの CDE構成要素についての説明は，ヘルプ・システムおよび別売の
印刷版の CDEドキュメントに記載されています (第 1.8.1項を参照)。

次の CDEユーザ・ドキュメントが提供されています。

• 『共通デスクトップ環境:ユーザーズ・ガイド』

• 『共通デスクトップ環境:上級ユーザ及びシステム管理者ガイド』
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3
New Desktopの管理

本章では次の事項について説明します。

• DECwindowsとNew Desktopの起動シーケンス (第 3.1節)

• デフォルトのデスクトップの変更 (第 3.2節)

• New Desktopのディレクトリ構造 (第 3.3節)

• 環境とアプリケーションのカスタマイズ (第 3.4節)

• New Desktopのエラー・ログの使用 (第 3.5節)

• New Desktop環境における色の使用

• New Desktopのフォントの使用 (第 3.7節)

• X端末その他の遠隔ディスプレイの使用 (第 3.8節)

• 複数画面の使用 (第 3.9節)

• New Desktopで作成されるプロセスの管理 (第 3.10節)

• CDEシステム管理関連ドキュメント (第 3.11節)

3.1 DECwindowsとNew Desktopの起動シーケンス

DECwindowsの起動コマンド・プロシージャである SYS$MANAGER:DECW$
STARTUP.COMは，従来のDECsindowsデスクトップあるいはNew Desktopの
いずれかを起動します。OpenVMS Alphaシステムでは，New Desktopがデフォ
ルトで起動します。

New Desktopのアプリケーション起動フェーズで SYS$MANAGER:CDE$
STARTUP.COMが実行され，次の手順を実行します。

1. New Desktopで使用する一連の論理名を定義します。
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2. New Desktopで使用するいくつかの実行可能イメージ (ログイン)およびライブ
ラリをインストールします。

いったんログインを起動すると，ログインはセッション・マネージャを起動
し，続いてセッション・マネージャ用のウィンドウ・マネージャを起動します。
DECwindowsのログイン・プロセスについての詳細は，『日本語DECwindows
Motif for OpenVMS環境設定の手引き』を参照してください。

3.2 デフォルトのデスクトップの変更

デフォルトのデスクトップをNew DesktopからDECwindowsデスクトップに変
更するには， SYS$MANAGER:DECW$PRIVATE_APPS_SETUP.COMファイル
を変更してからデスクトップを再起動します。

デフォルトのデスクトップをDECwindowsデスクトップに変更するには，次の手
順を実行してください。

1. SYS$MANAGER:DECW$PRIVATE_APPS_SETUP.COMファイルがない場
合は， SYS$MANAGER:DECW$PRIVATE_APPS_SETUP.TEMPLATEを
SYS$MANAGER:DECW$PRIVATE_APPS_SETUP.COMという名前の新規フ
ァイルにコピーします。

2. SYS$MANAGER:DECW$PRIVATE_APPS_SETUP.COMのグローバル・シン
ボルDECW$START_NEW_DESKTOPを次のように "FALSE"に定義します。

$ DECW$START_NEW_DESKTOP == "FALSE"

3. 次のコマンドを使用して，デスクトップを再起動します。

$ @SYS$MANAGER:DECW$STARTUP RESTART

DECwindowsデスクトップを起動している場合に，デフォルトをNew Desktopに
戻したい場合は，上記の手順に従って，DECW$START_NEW_DESKTOPの値を
"FALSE"ではなく "TRUE"に定義するようにしてください。
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ログイン時にいずれかのデスクトップを選択できるようにしたい場合は，グロー
バル・シンボルDECW$START_NEW_DESKTOPを変更しないでください。第
2.1.1項の記述に従って，ログイン時にログイン・マネージャの[オプション]メニュ
ーを使用してデスクトップを選択してください。

3.3 New Desktopのディレクトリ構造

New Desktop環境で使用される必須ファイルは，かなり複雑なディレクトリの階
層構造をしています。New Desktopはファイルの位置を示す検索パスと検索順序
を使用して，各ディレクトリ間を移動して各種の操作用のファイルにアクセスしま
す。検索パスはディレクトリ指定を示す一覧を含む論理名であり，New Desktop
の起動時に定義されます。

一般的に任意のデータ・ファイルは， 3つの位置で検索されます。その位置と検索
順序は次のとおりです。

1. disk$:[user.DT...]

ユーザのホーム・ディレクトリにあるユーザ固有のディレクトリ

2. CDE$USER_DEFAULTS:[*...] (カスタマイズ可)

システム全体で有効なディレクトリで，システム管理者がカスタマイズするこ
とができます。

3. CDE$SYSTEM_DEFAULTS:[*...] (カスタマイズ不可)

システム全体で有効なディレクトリで，インストレーション時にすべてのファ
イルのデフォルト・コピーが置かれます。

すなわち，ユーザ固有のディレクトリで見つかったファイルは，システム全体で有
効でカスタマイズ可能なディレクトリのファイルよりも優先され，さらに，システ
ム全体で有効なカスタマイズ可能なディレクトリのファイルは，システム全体で有
効なインストール済みのディレクトリのファイルよりも優先されるということで
す。
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注意

CDE$USER_DEFAULTSディレクトリ構造は，インストレーション時には
作成されません。システム全体のカスタマイズ設定を追加したい場合は，
対応するディレクトリを作成する必要があります。

3.3.1 システムのデフォルトの構成ディレクトリ

CDE$SYSTEM_DEFAULTS:[*...]は，New Desktopのシステム・ディレクトリ構
造であり，図 3–1および表 3–1に示すように読み出し専用ディレクトリであり，
このディレクトリにリソース・ファイル，アプリケーション・ファイル，デフォル
ト・ファイル，構成ファイル，アプリケーション支援ファイルが置かれています。
各ファイルは，将来のバージョンのインストレーション時に上書きされるため，編
集しないようにしてください。また，これらのディレクトリからのファイルの読み
込みおよび実行は可能ですが，アプリケーションがこれらのディレクトリにファイ
ルを作成することはありません。
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図 3–1 CDE$SYSTEM_DEFAULTSディレクトリの構造

[.C]

ZK−8651A−GE

CDE$SYSTEM_DEFAULTS:[000000]

[.APPCONFIG] [.APP−DEFAULTS] [.BACKDROPS] [.BIN] [.EXAMPLES] [.LIB] [.MAN] [.PALETTES]

[.C] [.NLS]

[.MSG]

[.C]

[.CONFIG]

[.APPMANAGER]

[.XFONTS]

[.DECWINDOWS_APPS]

[.HELP]

[.DECWINDOWS_UTILITIES]

[.C]

[.ICONS]

[.75DPI]

[.DESKTOP.APPS]

[.TYPES]

[.100DPI]

[.DESKTOP.TOOLS]

[.C] [.C] [.C][.C]

3.3.2 複数のロケール付きのディレクトリ構造

図 3–1の[.C]ディレクトリには，システムにインストールされているデフォルトの
Cロケールの実行に必要なロケール専用ファイルが入っています。追加ロケールを
インストールした場合は，各[.C]ディレクトリと同一のレベルに対応するディレク
トリが存在します。たとえば，システムに日本語ロケールをインストールした場合
は，[.APP-DEFAULTS]のディレクトリ構造に[.C]と[.JA_JP_*]の両方が存在しま
す。日本語ロケールに固有のファイルは[.JA_JP_*]に置かれ，[.C]ディレクトリ内
の同一名称のファイルよりも先にアクセスされます。
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表 3–1 CDE$SYSTEM_DEFAULTSのディレクトリ

ディレクトリ 内容

[.APPCONFIG] フロントパネルの構成ファイルを含むアプリケーション管理ファ
イル，ヘルプ・ファイル，サンプル・ファイル，アイコン・ファ
イル，データ型定義ファイル。[.APPMANAGER]ディレクトリに
はいくつかのサブディレクトリが含まれ，それぞれ異なるアプリ
ケーション・グループに対応してします。各サブディレクトリに
は，そのグループ内の各アプリケーション当たり 1つのアクショ
ン (stub)・ファイルが含まれています。

[.APP-DEFAULTS] New Desktopが提供するアプリケーション用のアプリケーショ
ン・デフォルト (リソース)・ファイル。

[.BACKDROPS] New Desktopが提供する背景機能関連ファイル。

[.BIN] New Desktopの実行可能ファイル (バイナリ)。

[.CONFIG] セッション・マネージャやウィンドウ・マネージャのリソースな
ど， New Desktopの各種機能のグローバル・リソース設定用のシ
ステム構成ファイル。フォント別名ファイルは，[.XFONTS]サブ
ディレクトリ構造に含まれています。

[.EXAMPLES] CDEプログラミング・リソースの使用法を示すサンプル・ファイ
ル。

[.LIB] 各国語化したメッセージ・カタログ・ファイル

[.MAN] 変更されていない，前処理された New Desktop用の UNIXのマ
ニュアル・ページ。

[.PALETTES] New Desktopが提供するカラー・パレット・ファイル。

3.3.3 システム全体で有効なカスタマイズ用の構成ファイル

次のディレクトリは，New Desktopのシステム全体で有効な構成ディレクトリで
す。

CDE$USER_DEFAULTS:[*...]

表 3–1に示すディレクトリは， CDE$USER_DEFAULTS:[*...]ディレクトリ構
造に対応するディレクトリを持つことができます。システム全体で有効なカスタ
マイズ設定を行う場合は，最初にカスタマイズするファイルを CDE$SYSTEM_
DEFAULTSから CDE$USER_DEFAULTSディレクトリ構造の同一ディレクトリ
にコピーし，続いてそのファイルを編集してください。対応するディレクトリを作
成する必要があります。

3–6 New Desktopの管理



New Desktopの管理
3.3 New Desktopのディレクトリ構造

CDE$USER_DEFAULTS論理名は， CDE$USER_SPECIFIC論理名と
CDE$USER_COMMON論理名が入っている検索パスです。ノード固有の変
更は， CDE$USER_SPECIFIC:[*...]ディレクトリ構造の該当するサブディレ
クトリに対して行ってください。クラスタ全体に有効な変更は， CDE$USER_
COMMON:[*...]ディレクトリ構造の該当するサブディレクトリに対して行ってく
ださい。

表 3–2は，ノードあるいはクラスタのシステム・デフォルト値のカスタマイズ方
法を説明したものです。

表 3–2 ノードあるいはクラスタのデフォルト値のカスタマイズ方法

システムの
タイプ 方法

ノード 変更したいデフォルト値が入っているファイルを， CDE$SYSTEM_
DEFAULTS内のディレクトリから CDE$USER_SPECIFIC内の同名
のディレクトリにコピーしてから，編集します。

クラスタ 変更したいデフォルト値が入っているファイルを， CDE$SYSTEM_
DEFAULTS内のディレクトリから CDE$USER_COMMON内の同名
のディレクトリにコピーしてから，編集します。

ユーザまたはアプリケーションが CDE$USER_DEFAULTSからの読み込みを行
う場合は，最初に CDE$USER_SPECIFIC:[*...]を検索し，続いて CDE$USER_
COMMON:[*...]を検索します。

ユーザまたはアプリケーションが CDE$USER_DEFAULTS:[*...]へのファイル
の書き込みを行う場合は， CDE$USER_SPECIFIC:[*...]ディレクトリ構造に書
き込まれます。 CDE$USER_COMMON:[*...]に書き込む場合は， CDE$USER_
COMMONを指定して書き込みを行う必要があります。

3.3.4 ユーザのカスタマイズ設定用の構成ディレクトリ

New Desktopに最初にログインすると，表 3–3に示すようなユーザ固有の構成デ
ィレクトリ構造が作成されます。次に示すように，この階層構造の最上位ディレク
トリがホーム・ディレクトリに置かれます。

disk $:[ user .DT]

New Desktopの管理 3–7



New Desktopの管理
3.3 New Desktopのディレクトリ構造

このディレクトリ構造には，各ユーザの固有の情報が置かれます。このディレクト
リ内の情報は，システム固有の構成ディレクトリ (CDE$USER_DEFAULTS:[*...])
に存在するリソースあるいはカスタマイズ設定を無効にしたり，補足したりしま
す。

disk$:[user.DT...]ディレクトリ構造には，エラー・ログ，ユーザが定義したアプリ
ケーション・マネージャ用の構成ファイル，セッションの状態，保存および復元情
報，ユーザが設定した背景機能，ヘルプ構成ファイル，アイコン，パレットが置か
れます。

表 3–3 最初のログイン時に作成されるユーザ用ディレクトリ

ディレクトリ 内容

disk$:[user.DT.APPMANAGER] 個人アプリケーション・グループ

disk$:[user.DT.DESKTOP] デスクトップ (背景)にドロップしたアイコンを復元す
るための情報

disk$:[user.DT.HELP] 個人用ヘルプ・ファイル

disk$:[user.DT.ICONS] 個人用アイコン・ファイル

disk$:[user.DT.PALETTES] 個人用パレット・ファイル

disk$:[user.DT.SESSIONS] セッションの状態と保存および復元情報の作業領域

disk$:[user.DT.TMP] New Desktopが作成する一時ファイル

disk$:[user.DT.TRASH] ごみ箱に移動したファイルとその処理に関する情報

disk$:[user.DT.TYPES] 個人用アクション定義

3.3.5 データ・ファイルの優先順位

New Desktopアプリケーションが読み込むデータ・ファイルの優先順位は次のと
おりです。

1. disk$:[user.DT...]

2. CDE$USER_SPECIFIC:[*...]

3. CDE$USER_COMMON:[*...]

4. CDE$SYSTEM_DEFAULTS:[*...]
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3.4 環境とアプリケーションのカスタマイズ

New Desktop環境は各種の方法でカスタマイズすることができます。ほとんどの
カスタマイズ設定はリソース・ファイルの変更によって行います。変更はファイル
を直接編集するか， xrdbユーティリティを使用するか，スタイル・マネージャで
間接的に変更するかのいずれかの方法で行います。

また，アクションの追加や変更によっても環境をカスタマイズすることができま
す。[アクション作成]アプリケーションを使用することで，新規アクションの追加
あるいは既存のアクションの変更が可能です (第 4.1節を参照)。また，アクション
定義ファイルとその対応ファイルを作成あるいは編集することによっても，アクシ
ョンの追加，変更が可能です。

3.4.1 New Desktopとリソース・ファイルの使用

New Desktopは Xウィンドウ環境と同様に，リソース・ファイルを使用してグロ
ーバル・リソースとアプリケーション固有のリソースを定義します。グローバル・
リソースは，New Desktopにログインした際に読み込まれます。アプリケーショ
ン固有のリソースは，そのアプリケーションを起動した際に読み込まれます。

DECwindowsデスクトップで現在使用中のほとんどのリソース・ファイルは，
New Desktopでも引き続き使用されます。システム全体で有効なリソースの
DECW$SYSTEM_DEFAULTS_JA_JPおよびDECW$SYSTEM_DEFAULTS
論理名と，ユーザ固有のリソースのDECW$USER_DEFAULTS論理名も引き
続き検索され，グローバルなユーザ・デフォルト・ファイルDECW$USER_
DEFAULTS:DECW$XDEFAULTS.DATもログイン時に読み込まれます。

ただしNew Desktopの場合は多少異なります。グローバルなシステム
全体で有効なリソースは， CDE$SYSTEM_DEFAULTS:[CONFIG.JA_
JP_*]ディレクトリの SYS.RESOURCESファイルおよび SYS.FONT
ファイルから読み込まれます。ユーザ専用グローバル・リソースは，
DECW$USER_DEFAULTS:DECW$XDEFAULTS.DATファイルおよ
びdisk$:[user.DT.SESSIONS]のサブディレクトリにあるユーザのDT.RESOURCES
ファイルから読み込まれます。サブディレクトリの選択は，使用しているセッショ
ンのタイプ (現在のセッションあるいはホーム・セッション)に応じて異なります。
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DT.RESOURCESファイルには，New Desktopのスタイル・マネージャを実行し
て指定されたカスタマイズ設定が入っています。このリソース・ファイルは，基
本的にDECwindowsデスクトップのセッション・マネージャの[オプション]プル
ダウン・メニューで作成するDECW$SMB_*.DATファイルと同一の役割を持って
います。一部の例外を除き，DECwindowsセッション・マネージャの[オプショ
ン]プルダウン・メニューでカスタマイズ可能なものは，New Desktopのスタイ
ル・マネージャでもカスタマイズすることができます。

New Desktopに含まれている CDEアプリケーション用のアプリケーション固有の
リソースは， CDE$SYSTEM_DEFAULTS:[APP-DEFAULTS.JA_JP_*]ディレク
トリに置かれており，リソース・ファイルがDECW$SYSTEM_DEFAULTS_JA_
JP:およびDECW$SYSTEM_DEFAULTS:ディレクトリに見つからない場合に，
このディレクトリが検索されます。New Desktopのディレクトリの完全な階層構
造については，第 3.3節で説明しています。

注意

*hostList:や*keyboardDialect:などのすべてのリソース識別子は大文字と小
文字が区別されます。通常，コロン (:)の次に指定する値は大文字と小文字
も区別はありませんが，アプリケーションが値を解釈する方法によって異
なります。ファイル名のリソース値は，大文字と小文字も区別はありませ
ん。

3.4.2 New Desktopでのアクションの使用

アクションとは，多くの場合，名前および実行可能コマンド付きのアイコンから構
成されるものです。ファイル・マネージャでは特定のファイルに対して実行できる
動作を，ファイル・マネージャおよびフロントパネルからアクションを使用して実
行できるように，アイコンで表現することができます。アクションは，アクション
定義ファイルの検索パスDTDATABASESEARCHPATHで指定される任意のディ
レクトリに置かれる，アクション・定義ファイル (ファイル型.DTおよび.FP)で定
義されます。アクションについての詳細は，第 4.1節を参照してください。
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3.4.2.1 データ型の指定

ファイル・マネージャで表示されるファイルにはすべて，対応するアクションを 1
つ以上持っています。どのアクションがどのファイルに適用されるかは，データ型
によって決定されます。最も一般的なデータ型の指定は，ファイル名のパターン
です。たとえば，拡張子.COMが付くファイルのデータ型は COM_FILEで，開く
(編集)と実行というアクションを持っています。実行がコマンド・プロシージャの
デフォルトのアクションであり，拡張子.COMが付いているファイルのアイコンを
ダブル・クリックすると，そのファイルが実行されます。アクション・データベー
スは[アクション作成]を使用するか，アクション・データベースを定義する.DTフ
ァイルを編集することによってカスタマイズすることができます。

3.4.2.2 アクション (stub)・ファイル

アクション・ファイルは，アクションと同名の空のファイルです。アクション・フ
ァイルは，実行アクセス権が有効になっていることが必要です。

ファイル・マネージャではアクション・ファイルを使用して，アクションを表すア
イコンへの参照を行います。アクション作成アプリケーションでは，[ファイル]の
プルダウン・メニューで[保管]オプションを選択した場合，ユーザの SYS$LOGIN
ディレクトリに自動的にアクション・ファイルを作成します。アクション・ファイ
ルはアプリケーション・グループに移動したり，デスクトップ・ウィンドウに置く
ことができます。

注意

アクション名は大文字と小文字が区別されます。アクション・ファイル名
と一致させ，ファイル・マネージャおよびアプリケーション・マネージャ
の両方で使用できるよう，必ず小文字を使用してください。

3.4.3 セキュリティの設定値

DECwindowsデスクトップでは，セッション・マネージャの[オプション]の
プルダウン・メニューから[セキュリティ]にアクセスすることができます。
一度セキュリティ・アクセスを指定すると，変更内容がDECW$USER_
DEFAULTS:DECW$SMB_SECURITY.DATファイルに保存され，リソース
sm.host_list:によって参照されます。
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最初にNew Desktopにログインした場合は，セッション・マネージャ (dtsession)
が既存のDECW$USER_DEFAULTS:DECW$SMB_SECURITY.DATファイル
を読み込んで，そのリソース (sm.host_list:)をNew Desktopの適切なリソース
(*hostList: )に移動します。リソースは，ホーム・セッションを保存した場合，あ
るいはセッションを終了した場合にDT.RESOURCESファイルに保管されます。

また，スタイル・マネージャが提供するグラフィカル・ユーザ・インタフェースを
使用しても，セッションへのセキュリティ・アクセス権を変更することができま
す。スタイル・マネージャのメニューバーで[Security]を選択し，アクセス権を持
つユーザの追加あるいは削除を行うことができます。

3.4.4 キーボードの設定値

DECwindowsデスクトップ環境にDECW$USER_DEFAULTS:DECW$SMB_
KEYBOARD.DATファイルがある場合は，最初にログインしたときにキーボード
言語リソース値 (keyboard_dialect)がNew Desktopセッションに移されます。新
しいリソース名は*keyboardDialectです。

キーボード言語と入力方法はスタイル・マネージャで変更することができま
す。[キーボード]アイコンを選択すると，利用可能なすべてのキーボード・マップ
を含むリストボックスが表示されます。キーボード・マップを選択すると，直ちに
有効となります。ホーム・セッションを保存した場合，あるいはセッションを終了
した場合に，リソースがDT.RESOURCESファイルに保存されます。

3.4.5 印刷の管理

印刷ダイアログを使用すると，New DesktopでDECwindowsのカスタマ
イズ用の印刷ウィジェットにアクセスして，印刷ジョブを渡すことがで
きます。ユーザが[了解]をクリックすると印刷ダイアログは，デフォルト
でdisk$:[user.DT.TMP]DTPRINTINFOファイルにアプリケーションの状態を
保存します。disk$:[user.DT.TMP]ディレクトリが存在しない場合，またはユーザ
が印刷ジョブを渡す前に[了解]をクリックしない場合は，印刷ダイアログで選択し
た設定値は現在の印刷ジョブには使用されません。
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印刷ダイアログが表示されない場合，または印刷ジョブが渡されない場合
は，[username.DT.TMP]の最新バージョンのアプリケーション状態ファイルを削
除して，コマンドを再実行してください。

3.4.5.1 プリンタの追加と[個人プリンタ]サブパネル

プリンタはデスクトップではアイコンで表示されています。デフォルトのプリンタ
を変更することができ，また，アクション定義ファイル，アクション (stub)・ファ
イル，各追加プリンタのアイコンがある場合は，[個人プリンタ]サブパネルに[プリ
ンタ]アイコンを追加することもできます。この 3つのファイルを作成する最も簡
単な方法は，[アクション作成]アプリケーションを使用することです (第 4.1.4項を
参照)。

次のファイルに，New Desktopのプリンタ用アクション定義ファイルのテンプレ
ートが入っています。

CDE$SYSTEM_DEFAULTS:[APPCONFIG.TYPES.JA_JP_*]PRINTER.DT_TEMPLATE

プリンタ用アクションの定義方法については，このファイルをお読みください。

次の手順に従って，[個人プリンタ]サブパネルに[プリンタ]アイコンを追加するこ
とができます。

1. ファイル・マネージャで[プリンタ]アイコンを表示します。

2. [個人プリンタ]サブパネルを表示します。

3. ファイル・マネージャから[プリンタ]アイコンをドラッグして，[個人プリン
タ]サブパネルの[アイコンのインストール]にドロップします。

3.4.5.2 プリンタ・サブパネルのコントロール定義ファイルの作成

[個人プリンタ]サブパネルの一番上の[アイコンのインストール]に[プリンタ]アイコ
ンをドロップすると，プリンタ・サブパネルのコントロール定義ファイルがサブパ
ネルの一番下に自動的に作成されます。

プリンタ・サブパネルのコントロール定義ファイルのテンプレートは，次のファイ
ルに入っています。

CDE$SYSTEM_DEFAULTS:[APPCONFIG.TYPES.JA_JP_*]PRINTER.FP_TEMPLATE
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プリンタ・サブパネルのコントロール定義ファイルの作成方法については，このフ
ァイルをお読みください。

3.4.5.3 デフォルトのシステム・プリンタの変更

デフォルトのシステム・プリンタを変更するには，次の行を
SYS$MANAGER:SYSTARTUP_VMS.COMファイルに追加します。

$ DEFINE/SYSTEM/EXECUTIVE_MODE SYS$PRINTプリンタ名

3.4.5.4 デフォルトの個人プリンタの変更

このデフォルトのプリンタは，フロント・パネルの[プリンタ]アイコンに設定され
ているプリンタです。このプリンタはデフォルトで， SYS$PRINT論理名の値に
よって定義されています。

デフォルトの個人プリンタを変更するには， LOGIN.COMファイルに次の行を追
加してください。

$ DEFINE SYS$PRINT printer-name

あるいは，次のように[印刷ダイアログ]の[プリンタ]のリストから別のプリンタを
選択することによっても変更することができます。

1. フロントパネルの[プリンタ]アイコンをクリックして，[印刷ダイアログ]ボック
スを表示します。

2. プリンタのリストから新しいデフォルトのプリンタを選択して，クリックしま
す。

3. [了解]をクリックします。

なお，印刷ダイアログのデフォルトのプリンタを変更しても，ファイル・マネージ
ャの[選択済み]ポップアップ・メニューの[印刷]オプションで設定されているデフ
ォルトのプリンタは変更されません。ファイル・マネージャが使用するデフォルト
のプリンタは，次の手順で変更することができます。

1. 印刷したいファイルのアイコンをクリックします。

2. ファイル・マネージャのメニュー・バーの[選択済み]をクリックして，[選択済
み]メニューを表示します。

3. [印刷...]をクリックして[印刷ダイアログ]ボックスを表示します。
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4. プリンタのリストから，ファイル・マネージャ用の新しいデフォルトのプリン
タを選択してクリックします。

5. [了解]をクリックします。

[印刷ダイアログ]で設定したデフォルトのプリンタとその他のオプションは，次に
変更するまで有効です。

3.4.5.5 印刷ダイアログのコマンド行オプション

印刷ダイアログでは，表 3–4のようなコマンド行オプションを受け付けます。こ
れらのオプションを印刷コマンドに指定して，アクション作成アプリケーション
の[データ型の追加]ダイアログ・ボックスに入力することができます。また，ファ
イルのアイコンにアクセスできない場合に，このオプションをNew Desktop環境
で指定したオプションとともに使用して，漢字端末エミュレータからファイルを印
刷することができます。漢字端末エミュレータから印刷ダイアログを使用して，デ
ータ型の印刷アクションのデバッグを行うこともできます。

表 3–4 印刷ダイアログのコマンド行オプション

オプション 説明

-session sessionfile セッション・ファイルをロードし，クライアントをデスクトッ
プの元の状態に復元します。セッション・ファイル名はデフォ
ルトで，ログアウト時にデスクトップが決定します。

-state statefile 状態ファイルをロードし，クライアントをデスクトップのアプ
リケーションの元の状態に復元します。状態ファイル名はデフ
ォルトでdisk$:[user.DT.TMP]DTPRINTINFOです。

-interface 印刷ダイアログのインタフェースを表示します。この値はデフ
ォルトで FALSEです。

-unmanage ユーザが[了解]ボタンを押したときに印刷ダイアログ・インタ
フェースの管理を終了します。この値はデフォルトで TRUE
です。

-printer print-queue 印刷ジョブ要求を受け付けるプリンタ名を指定します。アプリ
ケーション状態ファイルに保管されているプリンタ名が，この
オプションよりも優先されます。この値はデフォルトで，デフ
ォルト・プリンタの値に設定されます。

(次ページに続く)
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表 3–4 (続き) 印刷ダイアログのコマンド行オプション

オプション 説明

-default print-queue 印刷ジョブ要求を受け付けるデフォルト・プリンタ名を指定し
ます。アプリケーション状態ファイルに保管されているプリン
タ名が，このオプションよりも優先されます。この値はデフォ
ルトで，システムの論理名 SYS$PRINTの値，または -printer
オプションで指定されるプリンタ名に設定されます。

filename 印刷するファイルのパス名です。この引数を -interfaceオプシ
ョンとともに使用すると，ユーザが[了解]をクリックしたとき
にファイルが印刷されます。

-usage コマンド行のオプションを表示します。

3.4.5.6 印刷ダイアログのコマンド行による起動

漢字端末エミュレータのウィンドウから印刷ダイアログを実行するには，次のシン
ボルを定義します。

$ PRINTDIALOG :== $CDE$PATH:PRINTDIALOG

印刷ダイアログを表示するには次のコマンドを入力します。

$ PRINTDIALOG -interface

ファイルを印刷するには次のコマンドを入力します。

$ PRINTDIALOG filename

3.4.6 デフォルトのエディタの変更

New Desktopのデフォルトのエディタは CDEテキスト・エディタです。別のエデ
ィタに変更したい場合は次の手順に従ってください。

1. CDE$SYSTEM_DEFAULTS:[APPCONFIG.TYPES.JA_JP_*]USER-
PREFS.DTファイルを，ユーザのdisk$:[user.DT.TYPES]サブディレクト
リにコピーします。

2. コピーしたファイルの "ACTION TextEditor"の指定を変更します。
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日本語 EVEエディタを使用する場合は，MAP_ACTIONを dtpadから dxeve
に変更します。漢字端末エミュレータのウィンドウで TPUエディタを実行する
場合は，MAP_ACTIONを dtpadから tpueditに変更します。

dxeveおよび tpueditはともに，あらかじめ設定されているアクションです。これ
らのアクションは，カスタマイズした TPUセクション・ファイルあるいはコマン
ド・ファイルでの編集に習熟したユーザには，不十分である場合があります。カス
タマイズしたセクション・ファイルやコマンド・ファイルで編集する場合は，アク
ション定義ファイル (第 4.1節を参照)に editコマンドを特に指定して，新規アク
ション名に TextEditorアクションをマップする必要があります。

3.4.7 ウィンドウの色と画面背景

DECwindowsデスクトップのリソース・ファイル (DECW$SMB_WINDOW_
COLOR.DAT, DECW$SMB_BACKGROUND_COLOR.DAT)に入っている，ウィ
ンドウの色と画面背景の設定は，New Desktopのリソース・ファイルには読み込
まれません。

New Desktopでは，ウィンドウの色と画面背景のカスタマイズは，スタイル・マ
ネージャの[カラー]ダイアログ・ボックスを使用して行います。各ワークスペース
について異なる背景を指定することができますので，各ワークスペースの識別に
便利です。また，[カラー]ダイアログ・ボックスは第 3.6節の説明のように，カラ
ー・ディスプレイのトラブルの解決にも利用することができます。

3.4.8 ウィンドウ・マネージャのカスタマイズ設定

DECwindowsデスクトップでは，ウィンドウ・マネージャの構成のカスタマイ
ズ設定は，DECW$MWM.DATとDECW$MWM_RC.DATの 2つのファイルに
指定されています。New Desktopのウィンドウ・マネージャでは，それぞれ
DTWM.DATと SYS.DTWMRCの 2つの同様のファイルに指定されています。
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3.4.8.1 ウィンドウ・マネージャのリソース・ファイル (DTWM.DAT)

ウィンドウ・マネージャのデフォルトのリソース・ファイルDTWM.DATは，
CDE$SYSTEM_DEFAULTS:[APP-DEFAULTS.JA_JP_*]ディレクトリに置かれ
ています。このファイルに保管されているデータは，ポインタのフォーカス，ア
イコン・ボックス，アイコン・ボックスの配置，アイコンの色，フロントパネルの
使用，ウィンドウの境界の影付け，ウィンドウ・メニューの外観，ワークスペース
の背景の指定などウィンドウ・マネージャの各種の外観に影響します。次の例は
DTWM.DATファイルの一部です。

Dtwm*Dtstyle*iconImage: Fpstyle
Dtwm*Dthelpview*iconImage: Fphelp
Dtwm*backdrop*image: SkyLight
Dtwm*ws0*backdrop*image: SkyLight
Dtwm*ws1*backdrop*image: WaterDrops
Dtwm*iconBoxGeometry: 1x4+16+20
Dtwm*iconBoxSBDisplayPolicy: horizontal

DECwindowsのウィンドウ・マネージャのリソース・ファイル (DECW$MWM.DAT)
に定義されているリソースの大部分は，該当するリソースをDTWM.DATに
追加して，アプリケーションのクラス名をMwmからDtwmに変更すること
によって，New Desktopのウィンドウ・マネージャでも利用することがで
きます。なお，DECwindowsウィンドウ・マネージャのリソース・ファイル
(DECW$MWM.DAT)に対して行ったカスタマイズは，New Desktopのウィンド
ウ・マネージャのリソース・ファイル (DTWM.DAT)に自動的に継承することはで
きません。ユーザあるいはシステム管理者が DTWM.DATを編集する必要があり
ます。

すべてのアプリケーションのリソース・ファイルと同様，ユーザ専用にカスタマイ
ズした上記のリソース・ファイルは，DECW$USER_DEFAULTSディレクトリ
(通常はユーザのホーム・ディレクトリ)に置かれていることが必要です。ウィンド
ウ・マネージャのリソース・ファイルに行った変更を有効にするには，ウィンド
ウ・マネージャを再起動する必要があります。

ウィンドウ・マネージャのリソースについての詳細は，Dtwmマニュアル・ペー
ジを参照してください。
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3.4.8.2 ウィンドウ・マネージャのリソース構成ファイル (SYS.DTWMRC)

New Desktopのウィンドウ・マネージャのリソース構成ファイル SYS.DTWMRC
は， CDE$SYSTEM_DEFAULTS:[CONFIG.JA_JP_*]ディレクトリに置かれてい
ます。これは，New Desktopのウィンドウ・マネージャの動作の大部分を制御す
る，ウィンドウ・マネージャのリソース・ファイル (DTWM.DAT)とともに使用さ
れる，補足的なリソース・ファイルです。

DECwindowsデスクトップでは，ウィンドウ・マネージャの補足的な構成は，
DECW$MWM_RC.DATファイルに設定されます。このリソース・ファイルに保
管されているデータは，ウィンドウ・マネージャのルート・ウィンドウ・メニュ
ー，カスタマイズしたキー・バインドの記述，マウスのボタンのバインドの記述
その他の属性に影響します。DECW$MWM_RC.DATに対して行ったカスタマイ
ズ設定は，New Desktopに自動的に継承することはできません。次の手順で，
DECW$MWM_RC.DATファイルに対して以前行ったカスタマイズ設定をNew
Desktopの SYS.DTWMRCファイルに組み込むことができます。

1. CDE$SYSTEM_DEFAULTS:[CONFIG.JA_JP_*]SYS.DTWMRCを
disk$:[user.DT]DTWMRC.DATにコピーします。

2. ファイルを編集します。以前DECW$MWM_RC.DATに対して行った変更点そ
の他を組み込むことができます。

3. ウィンドウ・マネージャを再起動して変更を有効にします。

DTWMRC.DATには，一連の新しいワークスペース・マネージャ機能 (たとえば
f.create_workspace)など複数のワークスペース環境をサポートする拡張機能が提
供されています。DTWMRC.DATのカスタマイズについて，またこの拡張機能に
ついての詳細は，DTWMRCマニュアル・ページを参照してください。

3.4.9 アプリケーションの自動起動

DECwindowsデスクトップのセッション・マネージャに，ログイン時にどのアプ
リケーションを起動するかを指定するための[自動起動...]オプションがあります。
その他のカスタマイズ設定は， SYS$LOGIN:DECW$LOGIN.COMファイルに追
加挿入することができます。
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New Desktopでは，セッションへのログイン時に異なった方法でアプリケーショ
ンを起動する手法を提供しています。[このセッションを再開]と[ホームセッション
を開始]という 2つのオプションがあり，ともに起動したいデフォルトの一連のア
プリケーションを起動し，続いてそのセッションの状態を保存します。

第 2.1.11項の説明のように，スタイル・マネージャの[起動]メニューにこれらの 2
つのオプションがあります。

アプリケーションの側で，New Desktopにそのアプリケーションの再起動の方法
を通知する必要があります。New Desktopの CDEアプリケーションの場合は，
表示するウィンドウ，ウィンドウを表示する位置，現在の値などの詳細な情報を通
知します。DECwindowsアプリケーションの場合は，一般的にアプリケーション
の再起動に十分な情報を通知するだけで，状態に関する情報は保管されません。

たとえば，DECwindows NotesなどのオプションのDECwindowsアプ
リケーションの場合，まったく情報を通知しないため，再起動されま
せん。自動的に再起動することができないアプリケーションについて
は，disk$:[user.DT]SESSIONETC.COMというコマンド・プロシージャを使
用して起動することができます。このプロシージャは，従来のDECwindows環境
のDECW$LOGIN.COMプロシージャに類似したものです。

3.5 New Desktopのエラー・ログの使用

New Desktopにはデフォルトで，セッション起動用とセッション用の 2つのロ
グ・ファイルが提供されています。また，シンボルを定義する場合に使用するログ
イン・プロセス用のログ・ファイルも提供されています。次に，各ログ・ファイル
について説明します。

• ログイン用ログ・ファイル

ログイン・プロセス用のログ・ファイルを作成するには， SYS$MANAGER:
DECW$PRIVATE_APPS_SETUP.COMファイルに，作成したいログ・
ファイル名を指定するDECW$LOGINLOGシンボルを定義します (これ
は，従来のDECwindowsデスクトップのログイン・プロセス用のログ・
ファイルの作成方法と同様です)。たとえば，次のように定義すると，

3–20 New Desktopの管理



New Desktopの管理
3.5 New Desktopのエラー・ログの使用

SYS$MANAGER:LOGIN.LOGファイルにログイン用ログ・ファイル・メッセ
ージが書き込まれます。

$ DECW$LOGINLOG == "SYS$MANAGER:LOGIN.LOG"

• セッション起動用ログ・ファイル

ログイン後セッション・マネージャ起動前に，ログ・ファイル
SYS$LOGIN:DECW$SM.LOGを使用して，セッション起動に関する情報
が表示されます。既存のセッションに関する追加情報がこのファイルに追加さ
れます。このファイルは，従来のDECwindows環境の同名のファイルに類似
したものです。

このログ・ファイルが不要な場合は, SYS$MANAGER:DECW$PRIVATE_
APPS_SETUP.COMファイルのDECW$SESSIONLOGシンボルを，次の例の
ように "FALSE"に定義します。

$ DECW$SESSIONLOG == "FALSE"

• セッション用エラー・ログ

セッション・マネージャが起動すると，エラーはすべてセッション用のエラ
ー・ログ・ファイルdisk$:[user.DT]ERRORLOGに書き込まれます。このセッ
ションで実行中のNew Desktopアプリケーションはすべて，各ステータスと
エラーに関する情報を，記入日時とともにこのファイルに書き込みます。ま
た，アプリケーションの出力 (SYS$OUTPUT)に送信されるデータは，次の場
合を除きエラーログ・ファイルに取り込まれます。

アプリケーションが，出力表示用にそのアプリケーションの漢字端末エミュ
レータを使用する場合。

出力が SYS$OUTPUT以外のファイルに送信される場合。

そのアプリケーションを実行中のユーザのアカウントが，New Desktopに
ログインしたユーザのアカウントと異なる場合。

New Desktopのセッション・マネージャが実行中のシステムとは異なるシ
ステム上でアプリケーションを実行中の場合。
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ログインするたびに，新規の ERRORLOG.ファイルが作成されます。前のバー
ジョンのファイル名は ERRORLOG.OLDに変更され，さらに前のバージョン
のファイル名は ERRORLOG.OLDERに変更されます。各ファイルのバージョ
ンは 1つだけで，最新の 3バージョンのファイルだけが保管され，それ以前の
エラーログ・ファイルは自動的に削除されます。

[デスクトップツール]アプリケーション・グループの[エラーの監視]アクション
により， ERRORLOG.ファイルを簡単に表示することができます。

3.6 New Desktop環境における色の使用

New Desktopでは，色の割り当ては集中管理されています。カラー・マップ・エ
ントリ一式が，セッション起動時にあらかじめ割り当てられます。ウィジェットの
カラー・リソースのデフォルト値が，これらのカラー・マップ・エントリにマップ
されます。ウィジェットのカラー・リソースが特に指定されていないアプリケーシ
ョンはすべて，共用カラー・マップ・エントリを使用します。この方法により，共
用カラー・マップ・エントリのピクセル値を変更することによって，全アプリケー
ションの色を動的に変更することができます。

New Desktopでは，セッション・マネージャはデスクトップ用カラー・サーバと
して機能します。セッション・マネージャは， Xサーバのカラー・マップを一連の
色セットに分割してその保管および制御を行います。色セットは，表 3–5に示す
ように各リソースの色から構成されます。

表 3–5 色セットのリソース

リソース名 説明

Background アプリケーションの背景色

Foreground アプリケーションの前景色

topShadowColor アプリケーションのコントロール (ボタン)とウィンドウ枠の左
と上の境界線の色

(次ページに続く)
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表 3–5 (続き) 色セットのリソース

リソース名 説明

bottomShadowColor アプリケーションのコントロールとウィンドウ枠の右と下の境界
線の色

selectColor アプリケーションのコントロールが選択されたときの強調表示に
使用する色

スタイル・マネージャは最大 8色の色セットを組み合わせて，カラー・パレットを
作成します。これらの色セットが適用されるウィジェットは，色セット IDリソー
スにより決まります。色セットは全ウィジェット，ダイアログ・ボックス，これら
のリソースをベースにしたテキスト・ウィジェットのいずれかに適用することがで
きます。

各色セットの色は，選択された背景色をベースとして決定されます。各色セット
の背景色は，スタイル・マネージャの[カラー]ダイアログの色ボタンで表示されま
す。[色の数]に設定されている値によって， 2～ 8個のボタンが表示されます。[色
の数]オプションは，図 3–2に示すスタイル・マネージャの[カラー]メニューにあ
ります。

デスクトップの色は，カラー・パレットの一覧から選択し，ボタンに表示されて
いる色セットを[変更...]ダイアログで変更することによって設定することができま
す。

色ボタンを選択して，[変更]ダイアログでスライダを動かすと，そのアプリケーシ
ョンがダイナミック・カラーをサポートしている場合は，その色で表示されている
アプリケーションの色が変化します。スライダを動かしても色が変化しない場合
は，アプリケーションの色はNew Desktopが制御しているのではなく，アプリケ
ーションが制御していると考えてよいでしょう。この場合は，アプリケーションの
色リソースを変更すれば変更することができます。
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図 3–2 スタイル・マネージャの「カラー」メニュー

3.6.1 使用できる色の数の変更

アプリケーションで必要な色の数とNew Desktopで必要な色の数の合計数 (両方
とも同じ色であってもその合計数)を，表示できる最大色数以上に設定することも
できます。アプリケーションが必要な色全色を設定できない場合は，次のような現
象が発生します。

• 「カラー・マップ・エントリを割り当てられません...」などのエラーが発生し
ます。

• エラーは発生しないが，設定と異なる色が表示されたり，デスクトップ起動時
にデスクトップの色が変化します。

これらの現象が発生する場合は，図 3–3の[使用する色の数]ダイアログを使用し
て，アプリケーションにできる限り多くの色数を設定してください。デスクトップ
が使用する色の数は，[使用する色の数]ダイアログの設定により異なります。デス
クトップに使用する色の数が少ないほど，アプリケーションで使用できる色の数
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が多くなります。[使用する色の数]オプションについては，表 3–6で説明していま
す。

図 3–3 [使用する色の数]メニュー

表 3–6 [使用する色の数]のオプション

オプション 説明

デスクトップ用にもっと多く
の色数

デスクトップに最多色表示を指定します。カラー・パレッ
トには 8色の色セットが使用され，白黒を含む最大 42色
を指定することができます。

アプリケーション用にもっと
多くの色数

デスクトップに中程度の色数を指定します。カラー・パレ
ットには 4色の色セットが使用され，白黒を含む最大 22
色を使用することができます。

アプリケーション用に最大限
度の色数

デスクトップに使用する色数を少なくするよう指定しま
す。カラー・パレットには 2色の色セットが使用され，
白黒を含む最大 12色を使用することができます。

(次ページに続く)
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表 3–6 (続き) [使用する色の数]のオプション

オプション 説明

白黒 白黒表示を指定します。カラー・パレットには 2色だけ
が使用され，この非動的な色構成では，使用できるパレッ
トは BlackWhiteとWhiteBlackだけです。

デフォルト ディスプレイの色の数に基づいた色構成をカラー・サーバ
が選択できるようにします。デフォルトは通常，[アプリ
ケーション用にもっと多くの色数]です。

注意

カラー・カスタマイザのサンプル・プログラムでは，類似した手法で動的
なカラー環境を提供しています。カラー・カスタマイザは，管理するカラ
ー・リソース用の追加色セットを割り当てますが，これによりアプリケー
ションで使用できる色の数がさらに制限されるため， New Desktopの動的
なカラー環境に不要な相互作用が発生する原因となることがあります。

New Desktopのカラー・マップの管理方法についての詳細は，[マニュアル・ペー
ジ・ビューア]を使用して dtsessionマニュアル・ページを参照してください。

3.6.2 色の重複の回避

全アプリケーションがデフォルトの色を使用することによって，全アプリケーショ
ンについてデスクトップが一貫した色を管理できるようにすることが最善の方法で
す。ただし，常にこの方法が可能であるとはかぎりません。アプリケーションが，
新バージョンのMotifライブラリで動作するOSF/Motifアプリケーションではな
い場合は，新しいダイナミック・カラーモデルを利用することはできません。ま
た，カラー・リソースを明示的に定義してある場合は，共有ダイナミック色は使用
されません。これらのアプリケーションは共存できるはずですが，アプリケーショ
ンにあらかじめ定義された色と重複するパレットが選択された場合には，望ましく
ない影響を与える可能性があります。

アプリケーションが，そのアプリケーション用に割り当てられていないカラー・マ
ップ・エントリを変更することによって，正常に動作しなくなることがあります。
変更したものがデスクトップのダイナミック色のエントリであれば，これは全アプ
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リケーションに影響を与えるため，スタイル・マネージャの現在のパレットを選択
して，適切な色に設定し直す必要があります。

色が重複するとテキストが読みづらくなったり，見えなくなったりすることがあり
ます。また，アプリケーションのインタフェースから，ボタンが消えてしまったよ
うに見えることもあります。これは前景色と背景色が共に白の場合など，アプリケ
ーションのボタンの前景色が，背景色と類似した色に設定されてしまったことが原
因です。

セッション・マネージャでは，デスクトップの前景色と背景色に影響を与えるいく
つかのリソースがあります。また，多くのアプリケーションには，前景色と背景色
を設定するためのリソースがあります。ただし，以上の問題を解決する最も簡単な
方法は，スタイル・マネージャで別のパレットを選択すること ([変更...]ダイアロ
グ・ボックスを使用して現在のパレットを変更すること)です。

セッション・マネージャのリソースを変更する場合は，次の例のようにアプリケー
ションのデフォルト設定ファイルをDECW$USER_DEFAULTSにコピーします。

$ COPY CDE$SYSTEM_DEFAULTS:[APP-DEFAULTS.JA_JP_*]DTSESSION.DAT -
_$ DECW$USER_DEFAULTS:DTSESSION.DAT

このファイルのリソース文字列を変更するか新たに追加した後，New Desktopを
終了してから再度ログインしてセッション・マネージャを再起動します。セッショ
ン・マネージャはデフォルトで，ユーザがログインするたびに前景リソースと背景
リソースをロードします。これは次のデフォルト・リソースにより実行されます。

dtsession*writeXrdbColors: true

前景色と背景色は，ユーザが選択したパレットの色から動的に決定されます。これ
は，セッション・マネージャの次の 2つのデフォルト・リソースにより実行されま
す。

dtsession*dynamicColor: true
dtsession*foregroundColor: "DYNAMIC"

New Desktopの管理 3–27



New Desktopの管理
3.6 New Desktop環境における色の使用

*dynamicColorリソースは，パレットを変更すると色も動的に変化するかどうかを
制御します。*foregroundColorリソースは，*foregroundリソースが‘‘BLACK’’ま
たは‘‘WHITE’’に明示的に指定されているのか，あるいは現在パレットに基づいて
算出されるのかを制御します。‘‘DYNAMIC’’に指定すると，次のリソースがしきい
値を制御するようになり，このしきい値以上の値で*foregroundリソースが白に設
定されます。

*foregroundThreshold: 70

これは，次のファイルに指定されています。

CDE$SYSTEM_DEFAULTS:[APP-DEFAULTS.JA_JP_*]DT.DAT

注意

*foregroundThresholdリソースのデフォルト値を変更して，特定のパレッ
トの前景色を設定した場合，他のパレットの前景色が正常に表示されない
ことがあります。デフォルト値 70は，デフォルトのパレットのインストー
ル済みの色セットと正しく動作するため指定されています。

アプリケーションのリソース・ファイルに前景リソース指定を追加することによっ
て，アプリケーションの前景色を黒あるいは白とは別の色に変更することができま
す。デフォルトの前景色指定はもっとも一般的な形式に定義されているため，アプ
リケーション専用の前景リソースを別の色に指定すると無効になります。

DECW$TERMINAL.main.terminal.foreground: goldenrod

たとえば，上記のように指定した場合，次のものが無効になります。

*foreground: #FFFFFFFFFFFF ( 白)

この例では goldenrodという色が，変更後作成されるすべての漢字端末エミュレー
タの前景に適用されます。その他のすべてのアプリケーションの前景色は，白のま
まとなります。
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3.7 New Desktopのフォントの使用

New Desktopのアプリケーションが使用するフォントは，一般的なフォント名で
参照されます。これらのフォント名は，実際のフォント名ではなくフォントの別名
です。これらの別名は，フォント別名ファイルによって実際のフォント名にマップ
されます。New Desktopのログイン・プロセスが起動すると，現在選択されてい
る言語とディスプレイの解像度に基づいて，該当するフォント別名ファイルを選択
します。New Desktopは接続されている Xサーバに，フォント・パスをリセット
して新しいフォント・ディレクトリを組み込むよう指示します。これはログイン・
プロセスが， Xサーバと同じシステム上で実行中の場合にのみ可能です。ログイ
ン・プロセスが，ディスプレイのノード名と現在のトランスポート型を調べて， X
サーバと同じシステムであるかどうかを判断します。

注意

フォント別名ディレクトリは，トランスポートが LOCALに設定 (デフォル
ト設定)されているか，ディスプレイのノード名が 0に設定されている場合
にのみ，フォント・パスに追加されます。

遠隔ディスプレイでは，New DesktopのフォントはNew Desktopのフォント別
名が遠隔ディスプレイ用に定義されている場合にのみ使用されます。

3.7.1 アプリケーションのフォントのサイズの変更

スタイル・マネージャの[フォント]オプションで，全 CDEアプリケーションで使
用するフォントのサイズを選択することができます。選択値は，変更後起動する各
アプリケーションに影響しますが，すでに実行中の CDEアプリケーションには影
響しません。また既存のDECwindowsアプリケーションにも影響しません。

3.8 X端末その他の遠隔ディスプレイの使用

New Desktopを X端末などの遠隔ディスプレイとともに使用する場合，ウィンド
ウ・マネージャやフォント別名など，一部の構成要素に特別に注意する必要があり
ます。
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3.8.1 New Desktopのウィンドウ・マネージャの選択

ほとんどの X端末には， X端末自体で実行するローカルなウィンドウ・マネージ
ャなど，いくつかのローカル機能を提供しています。New Desktopのワークスペ
ース (ウィンドウ)・マネージャは，New Desktopの中心部分をなすもので，New
Desktopを正しく動作させるために必ず使用しなければなりません。ほとんどのロ
ーカルの X端末用ウィンドウ・マネージャは，起動時に遠隔ウィンドウ・マネージ
ャに従属することができますが，この機能は標準オプションではない場合がありま
す。

たとえば，弊社の VXT 2000 X Terminalには[遠隔ウィンドウ・マネージャ使用
可]オプションがありますが，これは標準ではありません。New Desktopのウィン
ドウ・マネージャを使用するには，[ターミナル・マネージャ...]ダイアログ・ボッ
クスの[カスタマイズ]オプションにある[遠隔ウィンドウ・マネージャ使用可]オプ
ションをオンにする必要があります。他の X端末のこれに相当するオプションにつ
いては，ご使用の X端末のマニュアルを参照してください。

3.8.2 フォント別名ファイルへのアクセス

X端末あるいは Xサーバがローカル・システムで実行されていない環境では，フォ
ント・パスはNew Desktopのフォント別名ディレクトリをログイン・プロセス中
に組み込むように変更されません。この結果， XサーバはNew Desktopのアプリ
ケーションで使用するフォント名を認識しません。ほとんどのアプリケーションは
同一の代替フォントを使用し，スタイル・マネージャの[フォント]オプションを使
用してサイズを変更することはできません。アプリケーションは正しく実行されま
すが，多くのアプリケーションのフォントのサイズとスタイルは，New Desktop
アプリケーションのものとは異なります。

この問題を避けるためには， Xサーバが利用できるNew Desktopのフォント別名
ファイルを作成する必要があります。その 1つの方法は，UNIXシステム上で稼
動中のフォント・サーバを使用することです。そのUNIXシステムが CDE (共通
デスクトップ環境)をサポートしている場合には，正しいフォント別名ファイルを
設定する必要があります。サポートしていない場合は，フォント別名ファイルを
OpenVMS AlphaシステムからUNIXシステムにコピーすることができます。デ
フォルトの Cロケールのフォント別名ファイルは，次のとおりです。
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CDE$SYSTEM_DEFAULTS:[CONFIG.XFONTS.C.100DPI]DECW$FONT_ALIAS.DAT
CDE$SYSTEM_DEFAULTS:[CONFIG.XFONTS.C.75DPI]DECW$FONT_ALIAS.DAT

以上の各ファイルをUNIXシステムの該当するフォント別名ディレクトリにコピー
して，ファイル名を fonts.aliasに変更してください。フォント・パスの変更方法
についての詳細は，UNIXの Xサーバとフォント・サーバ関連のドキュメントを
参照してください。フォント・サーバがNew Desktopのフォント別名ファイルを
認識するようになったら， X端末から遠隔システムのデフォルトのフォント・パス
に，そのフォント・サーバを追加してください。

その他の言語では，次のファイルがフォント別名ファイルです。

CDE$SYSTEM_DEFAULTS:[CONFIG.XFONTS.language .100DPI]DECW$FONT_ALIAS.DAT
CDE$SYSTEM_DEFAULTS:[CONFIG.XFONTS.language .75DPI]DECW$FONT_ALIAS.DAT

C以外の言語では，その言語のフォント別名の次に必ず， Cロケールのフォント別
名を入れてください。

注意

本書の作成時点では，OpenVMSフォント・サーバは用意されていません
が，OpenVMS Alpha用のフォント・サーバが他ベンダから提供されてい
ます。

フォント・サーバにアクセスできない場合は，フォント別名ファイルを X端末ある
いは遠隔 Xサーバのフォント・パスに直接含めることができます。これは，遠隔シ
ステムの Xサーバがアクセスできるディレクトリに，必要なフォント別名ファイル
をコピーすることで可能となります。遠隔 XサーバがOpenVMS Alphaシステム
上で稼動中の場合は，フォント別名ファイルが置かれる正しいディレクトリは次の
各ディレクトリです。

SYS$COMMON:[SYSFONT.DECW.USER_100DPI]
SYS$COMMON:[SYSFONT.DECW.USER_75DPI]
SYS$COMMON:[SYSFONT.DECW.USER_COMMON]
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フォント別名ファイルのコピー後は，フォント・パスをリセットする必要がありま
す。これは，セッションをログアウトしてから再度ログインすることで可能です。

注意

弊社の X端末は，OpenVMSの LATフォント・デーモンを使用してフォン
ト別名ファイルを読み込むことはできません。OpenVMS Alphaシステム
では， NFSあるいは TFTPを使用してフォント別名ファイルにアクセスす
る必要があります。

3.8.3 言語の切り替え

遠隔ディスプレイでは，フォント・パスはログイン時に選択されたロケール用のフ
ォント別名ファイルを動的に組み込むようには変更されません。言語を切り替える
たびに， X端末や遠隔ディスプレイのフォント・パスを編集する必要があります。

3.9 複数画面の使用

New Desktopでは， 1台の Xディスプレイに複数画面を使用することができま
す。この構成は，デュアルヘッド・ディスプレイとも呼ばれます。複数画面の作成
と管理方法についての詳細は，付録 Bを参照してください。

3.10 New Desktopで作成されるプロセスの管理

New Desktopは数多くのアプリケーションで構成されており，これらのアプリケ
ーションのほとんどは，特に指定しなくても独立プロセスとして起動します。プロ
セスの論理名やグローバル・シンボルなどのほとんどのプロセスの状態データは，
独立プロセスには渡されません。通常， DECW$DISPLAYおよび LANGの各論理
名だけが渡されます。その他のプロセスの論理名は特別にシンボルを付けて渡すこ
とができ，あるいは独立プロセスの代わりにサブプロセスを指定することもできま
す。
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3.10.1 プロセスの論理名の独立プロセスへの引き渡し

独立プロセスに他のプロセスの論理名を渡す必要がある場合は，New Desktopの
特殊なメカニズムを利用することができます。このメカニズムは，個人アプリケ
ーションのセットアップ・ファイル SYS$MANAGER:DECW$PRIVATE_APPS_
SETUP.COMに定義する CDE$DETACHED_LOGICALSシンボルを使用して動
作します。たとえば，次の定義により論理名MYLOGICALが作成されたすべての
独立プロセスに渡されます。

$ CDE$DETACHED_LOGICALS == "MYLOGICAL"

3.10.2 サブプロセスの作成の指定

SYS$MANAGER:DECW$PRIVATE_APPS_SETUP.COMファイルに
CDE$SPAWN_PROCESSESシンボルを定義することによって，独立プロセ
スではなく全プロセスをサブプロセスとして作成することができます。次の定義に
より，全プロセスはサブプロセスとして作成されます。

$ CDE$SPAWN_PROCESSES == "TRUE"

特定のプロセスのクォータは，そのプロセスおよびそのサブプロセスで共有されま
す。サブプロセスの作成を指定した場合は， Authorizeユーティリティを使用して
プロセス・クォータの一部の増加が必要となる場合があります。特に， PRCLM,
PGFLQUOTA, BYTLMの増加が必要となる場合があります。

3.10.3 プロセスのデバッグ

デバッグ処理で，New Desktopの各プロセスが起動している実際のDCLコマン
ドを表示したい場合があります。次のシンボルを定義することによって，ユーザの
エラー・ログ・ファイルにこの情報を記録することができます。

$ CDE$LOG_PROCESSES = "TRUE"
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デフォルト設定では，この情報はユーザのエラーログ・ファイルに記録されませ
ん。なお，たとえば 1つの背景に対して短時間で複数のスクリーン・セーバを選択
した場合など，対話型でプロセスを作成している場合，エラーログ・ファイルが著
しく大きくなることに注意してください。

3.10.4 プロセスをプロセス名別に識別する

New DesktopおよびDECwindowsデスクトップの両方とも，明確に定義される方
法でプロセス名を付けます。 SHOW SYSTEMコマンド， SHOW USERS/FULL
コマンドのいずれかを使用して，システムのプロセス一覧を表示することができま
す。

表 3–7に，New Desktopで作成されるNew Desktop固有のプロセス名を示しま
す。

表 3–7 New Desktopのプロセス名

プロセス名1 用途

DTLOGIN ログイン・マネージャ

DTGREET ログイン用ユーザ・インタフェース・アプリケーション

DTHELLO_n ログイン時に表示される挨拶画面

DTSESSION セッション・マネージャ

DTWM ワークスペース (ウィンドウ)・マネージャ

user$CDEn New Desktopで作成される独立プロセス

1プロセス名のnは 1桁以上の数値を表し，userはユーザ名を表します。

表 3–8に，DECwindowsデスクトップで作成され DECwindows固有のプロセス
を示します。
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表 3–8 DECwindowsデスクトップのプロセス名

プロセス名1 用途

DECW$LOGINOUT ログイン・マネージャ

WAITFORSM_n セッション・マネージャ起動中に X接続を保持します。

DECW$SESSION セッション・マネージャ

DECW$MWM ウィンドウ・マネージャ

VUE$user_n サブプロセス

1プロセス名のnは 1桁以上の数値を表し，userはユーザ名を表します。

表 3–9に，両デスクトップで共用するプロセス名を示します。

表 3–9 両デスクトップの共用プロセス名

プロセス名1 用途

DECW$TE_n 漢字端末エミュレータのコントローラ

_FTAn 漢字端末エミュレータのユーザ・プロセス

_WSAn ログイン前または再起動中のプレースホールダ・プロセス

user_n サブプロセス

1プロセス名のnは 1桁以上の数値を表し，userはユーザ名を表します。

3.11 CDEシステム管理関連ドキュメント

CDE(共通デスクトップ環境)のシステム管理についての詳細は，関連するオンライ
ン・ヘルプおよびオンライン版の CDEドキュメント『共通デスクトップ環境:上級
ユーザ及びシステム管理者ガイド』を参照してください。このオンライン版ドキュ
メントにアクセスする方法またはその印刷版ドキュメントを入手する方法について
は，表 1–2を参照してください。
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4
New Desktopのアプリケーションの統合

本章では次の事項について説明します。

• CDEドキュメントで定義されている，次の 3つの統合レベル

最小限の統合 (第 4.1節)

推奨レベル (第 4.2節)

オプション (第 4.3節)

• 新規アプリケーション・グループの作成 (第 4.4節)

• 他社のアプリケーションの登録 (第 4.5節)

• New DesktopへのUNIXのリファレンス・ページ (マニュアル・ページ)の移
植 (第 4.6節)

• アプリケーションの統合関連の CDEドキュメント (第 4.7節)

注意

アプリケーションの統合は必ずしも必要ありません。 New Desktopの既存
の DECwindowsアプリケーションは，まったく変更を加えずに実行するこ
とができます。

4.1 最小限の統合

最小限の統合を行うと，アプリケーションを 1つ以上の対応するアクションを用い
て CDEデスクトップから起動することができるようになります。これには特定の
アプリケーション構成ファイルが必要です。[アクション作成]アプリケーションを
使用して，各アプリケーションごとに次の構成ファイルを作成すれば，ほとんどの
アプリケーションに対して最小限の統合を実現することができます。
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• アイコン・ファイル

• アクションおよびデータ型の定義ファイル

• アクション (stub)・ファイル

アプリケーションのなかにはアクション作成では最小限の統合を完了できないもの
があります。たとえば，コマンド行にパラメータなどのファイル名ではない引数が
必要な場合，[アクション作成]を使用してアプリケーション用のアクションを作成
することはできません。また，そのデータ型が[開く]，[印刷]以外のアクションを
持っている場合も，アプリケーションに[アクション作成]を使用することはできま
せん。一般的に，[アクション作成]は最小限の統合に必要なファイルの作成に使用
することができ，そのファイルを編集して[アクション作成]では指定できない追加
情報を指定するようにします。エディタで新規ファイルを作成しなければならない
場合もあります。

4.1.1 CDEアクション関連用語

アプリケーションの統合用に構成ファイルを作成するプロセスを理解するために，
CDEインタフェースと CDEドキュメントで次の用語がどのように使用されている
かを理解することが重要です。

• アクション

アクションとは，アプリケーション・マネージャあるいはファイル・マネージ
ャのアイコンのダブルクリックにより，アプリケーションに対して発生する処
理のことです。アプリケーションの構成ファイルをアプリケーション・ファイ
ルに対応付けることにより，このアクションが起動できるようになります。[ア
クション作成]の[アクション名]フィールドは，アプリケーション用に選択する
アイコンとともに表示されるアイコン名のことです。

• アクション定義ファイル

このファイルにはアクションの定義，さらにオプションとしてアプリケーショ
ンと対応付けしたいデータ型の定義が入っています。このファイルにデータ型
定義が入っている場合は，アクションおよびデータ型定義ファイルと呼ばれる
ことがあります。
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次は，[マニュアル・ページ・ビューア]のアクション定義ファイル
DTHELP.DTの例です。

ACTION dtmanpageview
{
LABEL Man Page Viewer
ARG_COUNT 0
ICON Dthover
TYPE COMMAND
WINDOW_TYPE NO_STDIO
EXEC_STRING cde$system_defaults:[bin]dthelpview -man \

-xrm "Dthelpview*manBox*columns: 100"
DESCRIPTION The Man Page Viewer (Dtmanpageview) action \

displays a man page in a Quick Help viewer window.
}

• アクション (stub)・ファイル

アクション (stub)・ファイルは， CDE上で各アクション定義ファイルに対し
て必要とされるファイルです。アクション・ファイルは，アクション定義ファ
イルをアイコン・ファイルと対応付けして，アイコンがファイル・マネージャ
あるいはアプリケーション・マネージャに表示されるようにします。アクショ
ン・ファイルはアクション定義ファイルと同じファイル名ですが，拡張子DT
が付いていません。たとえば，DTPAD.はDTPAD.DTアクション定義ファイ
ルのアクション・ファイルです。

4.1.2 OpenVMS Alpha上でのアクション定義ファイルの作成

[アクション作成]アプリケーションを使用して，または直接エディタで編集して，
アプリケーション統合用にアクション定義ファイルを作成する場合は， OpenVMS
Alpha上では次の必要条件に従ってください。

• アイコン名

アプリケーション用に指定したアクションが，アプリケーション・マネージャ
のアプリケーション・グループにアイコンとして表示される場合は，アクショ
ン名はOpenVMSファイル名として有効な文字のみで構成され，すべて小文字
にする必要があります。[アクション作成]はアクション名を自動的に小文字に
変更します。
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• アプリケーションを実行するためのコマンド行

[アクション作成]アプリケーションの[アクションを開いた (ダブルクリック
した)場合のコマンド：]フィールドには，アクション定義ファイルの EXEC_
STRINGが入ります。このフィールドには，有効なOpenVMSコマンド行を入
力する必要があります。コマンド行が$， RUN，MCRのいずれかで始まり，
その次に空白が来るか@で始まる場合は，そのコマンドは変換されずDCLコマ
ンドとして処理されます。コマンド行が有効な OpenVMSまたはUNIXのファ
イル名で始まる場合は，外部コマンドが自動的に生成されます。また，コマン
ド行の全オプションは大文字あるいは小文字を入力時のままとするために，暗
黙のうちに引用符が付けられます。

コマンド行が，デバイス名もディレクトリ名もないファイル名だけで始まる場
合は，次のデフォルトの実行ディレクトリ内のファイルとして処理されます。

CDE$USER_DEFAULTS:[BIN]
CDE$SYSTEM_DEFAULTS:[BIN]

論理名 CDE$PATHが，これらのディレクトリを指す検索リストとして定義さ
れます。ファイルが存在しない場合は，そのコマンドは変換されず DCLコマン
ドとして処理されます。

• コマンド行の引数

コマンド行のファイル引数は[アクション作成]で指定することができます。[ア
クション作成]で引数を入力する場合，[アクションを開いた (ダブルクリック)
した場合のコマンド：]フィールドに，$nという構文で指定します。たとえば，
第 1引数を$1，第 2引数を$2と指定します。残りの引数はすべて$*で表しま
す。引数の指定方法についての詳細は，『共通デスクトップ環境:上級ユーザ及
びシステム管理者ガイド』の第 9章および第 10章を参照してください。

[アクション作成]には，引数指定に関して次のような制約があります。

• 対応する引数を指定しないとプロンプト用文字列がサポートされません。

• [拡張機能]オプションの[アクションを開く時にユーザに尋ねる内容]フィールド
を使用すれば，一番目の引数にだけプロンプト用文字列を入力することができ
ます。

• 引数のデータ型を指定する方法はありません。
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• アクションに CWDキーワードを組み込んで，デフォルトのディレクトリを設
定することはできません。

引数を指定する場合は，必ず正しい引数型を使用してください。デフォルトではプ
ロンプト用引数 (構文: %"prompt string"%)の型は Stringで，明示的に指定した引
数 (構文: %Arg_n["optional prompt string"]%)の型は Fileです。デフォルトの引
数の型を使用したくない場合は，次のように指定して別の型を指定することもでき
ます。

%(File)"prompt string"%
%(String)Arg_1%

%Args%キーワードは%Arg_n%キーワードに類似していますが，全引数を空白で
区切ったリストがアクションに渡される点が異なります。いずれのキーワードが適
切であるかは，各自のDCLコマンドに応じて異なります。

4.1.3 アクション作成の概要

『共通デスクトップ環境:上級ユーザ及びシステム管理者ガイド』の第 9章の説明
のように，アクション作成は次の処理を実行します。

• コマンドを実行するアクション定義の作成。

• disk$:([user.DT.TYPES]action-name.DTファイルの作成。このファイルには，
アプリケーション用に作成されたアクションおよびデータ型の定義が格納され
ます。

• ユーザのホーム・ディレクトリにアクション・ファイルを作成します。アクシ
ョン・ファイルはアクションと同名の実行可能ファイルです。

ファイル・マネージャでは，アクション・ファイルはアプリケーションのアイ
コンとして表されます。このアプリケーションのアイコンをダブルクリックす
ると，アプリケーションが起動します。

アクションを作成する際は，そのアイコンにドロップできるデータ型を指定す
ることによって，アクションのアイコンのドロップ・ゾーンを作成することが
できます (オプション)。
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• アプリケーションのデータ・ファイル用に 1つ以上のデータ型を作成 (オプショ
ン)。

• データ型ごとに[開く]アクションを作成。

• データ型ごとに[印刷]アクションを作成 (オプション)。

• アクションのデータベースとデータ型のロード。これによりアクションとデー
タ型が直ちに有効になります。

4.1.4 アクション作成を使用したアプリケーションの統合

アプリケーション・マネージャの[デスクトップツール]アプリケーション・グルー
プから，[アクション作成]アプリケーションを起動することができます。図 4–1
は，アクション作成アプリケーションのメイン・ウィンドウです。
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図 4–1 アクション作成のメイン・ウィンドウ

アクション作成のメイン・ウィンドウの左下にある[拡張機能]オプションを選択す
ると，追加のフィールドが表示されます。これらの追加フィールドは，図 4–2に
示されています。表 4–1に，アクション作成のメイン・ウィンドウと[拡張機能]ウ
ィンドウの各フィールドについての説明をまとめています。

表 4–1 アクション作成フィールド

フィールド名 用途

基本機能のフィールド

アクション名 (アイコン・
ラベル):

これは，アプリケーションのアイコンの隣に表示されるアイコ
ン名です。

(次ページに続く)
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表 4–1 (続き) アクション作成フィールド

フィールド名 用途

基本機能のフィールド

アクション・アイコン: このアイコンでアプリケーションを表します。[アイコンセット
検索]を使用すると， New Desktopに組み込まれているアイコ
ン集からアイコンを選択することができます。また，[アイコン
編集]を使用すれば，既存のアイコンを変更したり，アイコンを
新規作成することができます。

アイコンを開いた (ダブル
クリックした)場合のコマ
ンド:

アクセスしたいアプリケーション名で，これには 1つ以上
のファイル引数を演算子として指定することができます。
引数は$filename という形式で指定しなければなりません。
例：DIFF $1 $2

アクション・アイコンの
ヘルプ・テキスト:

このヘルプがアクション・アイコンのアイテムヘルプになりま
す。テキストは，テキスト・フィールドで自動的に改行されま
す。行を空白，バックスラッシュ (\)，[Return]キーで終了す
ると行が続くことを特に指定できます。バックスラッシュがな
い場合は次行以降の行は表示されません。

ウィンドウタイプ: ここでは，アプリケーションが必要とするウィンドウ関連のサ
ポートを選択します。 3つのウィンドウ・タイプまたはウィン
ドウなしのいずれかを選択することができます。

拡張機能 アプリケーションがデータ・ファイルを使用し，データ・ファ
イル用に 1つ以上のデータ型を作成したい場合は，このフィー
ルドを選択します。アクション作成ウィンドウが拡大して，拡
張機能フィールドが追加されて表示されます。

拡張機能フィールド

アクションを開く時にユ
ーザに尋ねる内容:

アプリケーションのコマンド行が必要なファイル引数，あるい
は任意のファイル引数を持つ場合に，プロンプトを表示しま
す。持たない場合は空白のままとなります。

このアクションに使用す
るデータ型:

アクションに任意のデータ型を使用できる場合は，[すべてのデ
ータ型]を選択します。既存のデータ型を変更したり，データ型
を新規作成したい場合は，[上記リストのみ]を選択してから[追
加]を選択します。 (最初，[このアクションに使用するデータ
型:]のボックス内は空白です。) [追加]を選択すると，[データ型
を追加]ダイアログ・ボックスが表示されます。
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図 4–2 アクション作成の拡張機能を表示したメイン・ウィンドウ

4.1.5 アクション作成を使用したデータ型の作成と変更

アクション作成アプリケーションには，既存のデータ型の変更や新規作成のため
の[データ型の追加]ダイアログ・ボックスがあります。図 4–3は[データ型の追
加]ダイアログ・ボックスで，各フィールドの説明は表 4–2にまとめてあります。
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図 4–3 「データ型の追加」ダイアログ・ボックス
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表 4–2 アクション作成の[データ型の追加]ダイアログ・ボックス

フィールド 用途

データ型ファミリ名: 既存のデータ型を同じ名前のまま変更したい場合は，このフィ
ールドを空欄にします。新しいデータ型を作成したい場合は，
データ型名を入力します。 (名前には空白を挿入しないように
してください。名前はアプリケーションのユーザには見えず，
アクションとデータ型のデータベースで，データ型定義の識別
に使用されます。)

識別する特性: [識別する特性]ダイアログ・ボックスを表示させるには，[アイ
コン編集]ボタンをクリックします。

データ型アイコンのヘル
プテキスト:

このヘルプがアクション・アイコンのアイテムヘルプになりま
す。

データ型アイコン: [アイコンセット検索...]で， New Desktopに組み込まれている
アイコン集からアイコンを選択することができます。また[アイ
コン編集]を使用すれば，既存のアイコンを変更したり，アイコ
ンを新規作成することができます。

データ型を開くコマンド: このコマンドは，[アイコンを開いた (ダブルクリックした)場
合のコマンド]と同じもので，このフィールドに表示されます。

データ型を印刷するコマ
ンド:

アプリケーションのデータ型に合った[印刷ダイアログ]のコマ
ンド行を入力してください。

2つ目のプロンプト[識別する特性]に[アイコンの編集...]ボタンをクリックすると，
図 4–4のような[識別する特性]ダイアログ・ボックスが現れます。表 4–3は，この
ダイアログ・ボックスの各フィールドについての説明をまとめたものです。

[データ型の追加]ダイアログ・ボックスの[識別する特性]フィールドに，データ型
の特性が次のコードで表示されます。

• d —ディレクトリ

• r —読み取り可

• w —書き込み可

• ! —論理演算子NOT

• & —論理演算子 AND
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図 4–4 [識別する特性]ダイアログ・ボックス
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表 4–3 アクション作成: [識別する特性]ダイアログ・ボックス

フィールド 用途

ファイル，フォルダ： このデータ型は，ファイルやフォルダのどちらか一方にしか
適用できません。

ファイル名のパターン： ファイル名に基づいたデータ型。

アクセス権のパターン： アクセス権の読み込み，書き込み，実行または削除。これら
のアクセス権の[どちらでも可]オプションは，アクセス権が
あってもなくても無関係ということです。アクセス権のテス
トは OpenVMSアクセス制御リスト (ACL)を認識しません。

内容： 検索パターン，内容の型やファイル中のオプションの開始
点。表示を変更または更新すると，この機能によって性能が
大幅に劣化することがありますので注意してください。

4.1.6 [アクション作成]アプリケーションによるアイコンの編集

[アクション作成]アプリケーションからアイコン・エディタを呼び出してアイコ
ン・ファイルを編集しても，編集内容はアイコン・エディタ終了時に自動的に表示
されません。アイコン・エディタ終了後，[アイコンセット検索...]を選択して，新
しく編集したアイコンを選択して表示を変更し，編集したアイコンをアクションに
対応付けする必要があります。

いろいろなサイズのアイコンを編集したい場合は，[アイコンセット検索]を選択す
る前に，編集をすべて完了しておくようにしてください。[アイコンセット検索]選
択時に，編集アイコンセットが全部揃っていない場合は，足りないアイコンは表示
されず，[アクション作成]アプリケーション内からは作成することができません。

4.2 推奨レベルの統合

推奨レベルの統合とは，アプリケーションがその他の CDE構成要素と統合して，
CDEデスクトップとより一貫性があるようにすることです。推奨レベルの統合を
行うと，ご利用のアプリケーションの次のような機能向上が達成されます。

• ドラッグ・ドロップ機能ならびに保存および復元機能などアプリケーションに
便利な機能を提供 (第 5章を参照)。

• アプリケーションの国際化を実現。
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• CDEスタイルのエラー・メッセージを表示。

• CDEフォントを使用 (第 5章を参照)。

• CDEスタイルのヘルプの組み込み (第 5章を参照)。

推奨レベルの統合にはコード変更が必要になることがしばしばあります。この節で
は，各国語のユーザ・インタフェースを提供するためのリソースと， CDEスタイ
ルのエラー・メッセージについて簡単に説明します。また，第 5章では，機能を向
上するこの他のプログラミング・リソースについて説明しています。

4.2.1 国際化

New Desktopでは，各国語のユーザ・インタフェースを提供しています。通貨の
数値データや日付のフォーマット化用のシンボルと規則など，言語やその他のその
国の文化に独特の属性はロケールと呼ばれるファイルに定義されています。各ロケ
ールを，アプリケーションが特定言語で出力する全テキストが入ったメッセージ・
カタログとリソース・ファイルが補佐します。ロケール・ファイルとメッセージ・
カタログを作成するには，本書の表 4–4で簡単に説明しているDEC C XPG4地域
化ユーティリティを使用してください。

ユーザは，ユーザ・インタフェース用言語をログイン時に指定することができま
す。ログイン画面で[オプション]を選択してから，[言語]を選択してください。シ
ステムにインストールされ，ロケール・ファイルに定義されている言語が表示され
ます。ここで，ご使用のシステムのユーザ・インタフェース用言語を選択できま
す。

注意

デフォルトのロケールは Cロケールです。本書で記載されているファイ
ル指定のなかのlangは，ロケール変数を表します。 CDEドキュメントで
は%Lと<lang>がロケール変数を表します。
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表 4–4 DEC C XPG4現地化ユーティリティ

ユーティリ
ティ 用途

GENCAT メッセージ・カタログ・ファイルに， 1つ以上のメッセージ・テキストのソ
ース・ファイルを統合します。メッセージ・テキストのソース・ファイルの
ファイル型にはデフォルトの.MSGが使用され，メッセージ・カタログ・フ
ァイルのファイル型にはデフォルトの.CATが使用されます。 GENCAT構文
は次のとおりです。

GENCAT msgfile [,...] catfile
ICONV ICONVは，指定するオプションによって変換テーブル・ファイルをコンパ

イルしたり (ICONV COMPILE)，あるコードセットから他のコードセット
に文字を変換 (ICONV CONVERT)したりします。変換テーブル・ファイル
は，あるコードセットの文字をどのように他のコードセットの文字に変換す
るかを定義したものです。

LOCALE 指定するオプションによって次のように動作します。

• LOCALE COMPILEは，バイナリのロケール・ファイルをコンパイルし
ます。

• LOCALE LOADは，ロケール名を読み出し専用の共有グローバル・デー
タとしてシステム・メモリにロードします。

• LOCALE SHOWは，システムのロケールの詳細を表示します。

• LOCALE UNLOADは，システム・メモリからロケール名をアンロード
します。

ロケール・ファイルは，論理名SYS$I18N_LOCALEで定義されるディレクト
リに存在します。DEC C XPG4地域化ユーティリティについての詳細は，
『OpenVMS新機能説明書』を参照してください。

4.2.2 アプリケーションからのエラー・メッセージの表示

ユーザが，エラーや警告のメッセージが通常は，メッセージ・フッタ，エラー・ダ
イアログ・ボックスまたは警告ダイアログ・ボックスに表示され，必要に応じてさ
らに詳しい説明がオンライン・ヘルプで表示されるものと考えているため，New
Desktopのアプリケーションでは，これらのメッセージをこのような一般的な形式
で表示しています。アプリケーションが出力するエラー・メッセージの詳細および
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メッセージ・ダイアログとオンライン・ヘルプのリンク付けに関する詳細は，『共
通デスクトップ環境:プログラマーズ・ガイド』を参照してください。

4.3 オプションで行う統合

オプションで行う統合では，特定のグラフィカル・ユーザ・インタフェース機能を
提供したり，複数のワークスペースを管理したりするなどの特殊なタスクを実現す
るための， CDEサービスを統合することができます。また，カスタム・ウィジェ
ットでは，グラフィカル・ユーザ・インタフェース機能，ワークスペース・マネー
ジャ APIでは複数のワークスペースを管理するための機能を提供しています。こ
れらの CDEサービスについての詳細は，本書の第 5章と付録 B，および CDEド
キュメントの『共通デスクトップ環境:プログラマ概要』と『共通デスクトップ環
境:プログラマーズ・ガイド』を参照してください。

4.4 新規アプリケーション・グループの作成

New Desktopには，図 4–5のように[DECwindowsアプリケーション]，[IMツー
ル]，[DECwindowsユーティリティ]，[デスクトップ・アプリケーション]，[デス
クトップ・ツール]の 5つのアプリケーション・グループが用意されています。デ
スクトップ・アプリケーションとは CDEアプリケーションのことで，デスクトッ
プ・ツールとは CDEツールのことです。

アプリケーション・グループとは，アクション (stub)・ファイルが入っている
単なるディレクトリのことです。アプリケーション・マネージャがあるディレ
クトリがアプリケーション・グループであるということを認識するためには，
そのディレクトリがDTAPPSEARCHPATH論理名で定義されるアプリケーシ
ョン・グループのルート・ディレクトリの 1つに置かれていなければなりませ
ん。disk$:[user.DT.APPMANAGER]ディレクトリは，アプリケーション・グルー
プのルート・ディレクトリの 1つです。
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図 4–5 アプリケーション・マネージャ画面

アプリケーション・マネージャで管理するアプリケーション・グループを次の方法
で作成し，追加することができます。

1. 新規アプリケーション・グループ名をディレクトリ名にしたディレクトリ，た
とえばdisk$:[user.DT.APPMANAGER.MY_TOOLS]を作成します。

2. 図 4–6のように，フォルダ・アイコンと小文字で中央に下線が入ったデ
フォルトの新規アプリケーション・グループ名がまず最初に表示され
ます。フォルダ・アイコンとデフォルトのグループ名を変更するには，
CDE$SYSTEM_DEFAULTS:[APPCONFIG.TYPES.JA_JP_*]ディレクトリの
NEWGROUP.DT_TEMPLATEファイルを，disk$:[user.DT.TYPES]newgroup.DT
に，同じファイルが既に入っていないことを確認してからコピーします。この
ファイルを，ファイルに入っている指示に従って変更します。

3. [デスクトップアプリケーション]グループにある[アクション作成]アプリケーシ
ョンを実行して，次のファイルを作成します。

a. たとえば SYS$LOGIN:CALCULATORなどのアクション (stub)・ファイ
ル。

b. たとえばdisk$:[user.DT.TYPES]CALCULATOR.DTなどのアクションおよ
びデータ型定義ファイル。
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[アクション名 (アイコン・ラベル)]と[アクションを開いた (ダブルクリックし
た)場合のコマンド]の，最低 2つのフィールドに入力するようにしてくださ
い。たとえば，[アクション名]に CALCULATOR，[アクションを開いた (ダブ
ルクリックした)場合のコマンド]に RUN SYS$SYSTEM:DECW$
CALCULATORを入力します。

4. 次のいずれかの方法で，新規アプリケーションにアイコンを設定します。

• [アイコンセット検索...]あるいは[アイコン編集...]を選択しないで，デフォル
トのアイコンを指定します。

• [アイコンセット検索...]を選択してプロンプトに応え，New Desktopに組
み込まれているアイコンを選択します。

• [アイコン編集...]を選択してプロンプトに応え，既存のアイコンを編集する
か，新規アイコンを作成します。

この例では，デフォルトのアイコンを使用しています。

5. アクション (stub)・ファイルを SYS$LOGINから
disk$:[user.DT.APPMANAGER.MY_TOOLS]へ移動します。

6. [ファイル]プルダウン・メニューの[保管]オプションで，[アクション作成]のな
かの新規アプリケーション・グループを使用可にします。あるいは，[アクシ
ョン作成]を終了して，[アクションの再読込み]を使用し，新規アプリケーショ
ン・グループを使用可能にすることもできます。アプリケーション・マネージ
ャの[デスクトップツール]を選択してから，[アクションの再読込み]をダブルク
リックしてください。

7. アプリケーション・マネージャを選択します。

図 4–6のように，my_toolsというアイコン名が付いた，新規ファイルの
フォルダ・アイコンが表示されます。このアイコンをダブルクリックする
と，[Calculator](電卓)というアイコン名のアクション・アイコンが表示されま
す。電卓を起動するには，このアイコンをダブルクリックします。

8. グループにアプリケーションを追加する場合は，アプリケーションごとに手順
3～ 6を繰り返してください。
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この手順を実行するたびに，新規.DTファイルがdisk$:[user.DT.TYPES]ディレク
トリに追加されます。MY_TOOLS.DTなどのファイルを 1つ作成して，このファ
イルに全アクションをまとめることも可能です。ファイルが 1つだけだと，アプリ
ケーション・グループの管理がしやすくなります。

図 4–6 新規アプリケーション・グループが表示されたアプリケーション・マネー
ジャ画面

4.5 他社のアプリケーションの登録

アプリケーションの登録とは， CDEドキュメントで使用されている用語で，New
Desktopにアプリケーションをインストールして組み込むことを表します。アプリ
ケーションの組み込みに必要な各ファイルを登録パッケージと言います。アプリケ
ーションの登録についての詳細は，『共通デスクトップ環境:上級ユーザ及びシス
テム管理者ガイド』の第 4章で説明しています。

アプリケーション登録のプロセスは，UNIXシステムとOpenVMS Alphaシス
テムでは異なります。最大の違いは， CDEアプリケーション dtappintegrateが
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New Desktopには組み込まれていないことです。ただし，その他のNew Desktop
のプロセスはほとんど同じです。

アプリケーションが次の構成要素を持つようになると，New Desktopに完全に登
録されたことになります。

• アプリケーション・マネージャの最上位にある独自のアプリケーション・グル
ープ。

• そのアプリケーションを起動するアクション。このアクションは，アプリケー
ション・グループのアイコンで表されます。

• データ・ファイル用のデータ型 (オプション)。

登録パッケージは，次の要素で構成されます。

• New Desktopにアプリケーションを組み込むために作成されるファイル。ファ
イルの数とファイルの型は，アプリケーションの種類とユーザが選択する統合
レベル (最低限，推奨，オプション)によって異なります。

• 新規アプリケーション・グループを図 4–7のように， CDE$USER_
DEFAULTS:[APPCONFIG.APPMANAGER.JA_JP_*]ディレクトリに入
れるための，新規ディレクトリ・ファイルとその関連ファイル。

登録パッケージのインストール・プロシージャは，次のタスクを実行しなければな
りません。

• CDE$USER_DEFAULTS:[*...]ディレクトリ構造に適切なディレクトリが入っ
ているか確認するためにテストを行います。このディレクトリ構造には，次の
型のファイルが入るはずです (図 4–7を参照)。

*.DT

*.FP

*.SDL

*.HV

*.PM

*.BM
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アクション・ファイル

Readmeファイル

以上のディレクトリが存在しない場合は，インストール・プロシージャが作成
しなければなりません。

• システムに組み込む 1つ以上のアプリケーションのために作成したアプリケー
ション・グループ用のファイルをインストールします。

• 各アプリケーション用に作成したアプリケーション統合ファイルを，
CDE$USER_DEFAULTSディレクトリ構造の該当するディレクトリにインス
トールします。

• アプリケーションの実行可能ファイル，共有可能イメージ，リソース・ファイ
ルを，順に SYS$SYSTEM， SYS$SHARE， CDE$USER_DEFAULTSにイン
ストールします。

図 4–7 CDE$USER_DEFAULTSディレクトリ構造

[.LANG][.C]

*.*BM*.HV
*.*PM

*.FP

[.LANG][.LANG] [.C][.C]

ZK−8658A−GE

[.APPMANAGER][.HELP] [.ICONS][.TYPES]

[.apps−group−name]*.SDL*.DT

[.LANG][.C]

CDE$USER_DEFAULTS:[000000]

[.APPCONFIG]

action_stub_file. action_stub_file.action_stub_file.

インストール完了後にセッションを再起動すると，次の手順で新規アプリケーショ
ン・グループを呼び出して，グループのなかのアプリケーションを起動することが
できます。
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1. アプリケーション・マネージャを表すアイコンをシングル・クリックします。

2. インストールした新規アプリケーション・グループを表すアイコンをダブル・
クリックします。そのグループに入っている各アプリケーションのアイコンが
表示されます。

3. 起動したいアプリケーションをダブル・クリックします。

4.6 New DesktopへのUNIXリファレンス・ページの移植

UNIXシステムで作成したリファレンス・ページ (マニュアル・ページ)を，New
Desktopのリファレンス・ページに追加したい場合は，次の方法で追加することが
できます。

• UNIXシステムで次のようにリファレンス・ページをフォーマットして，その
出力を取り込みます。

% man dtwmrc > dtwmrc.1

• dcp， ftpその他のコピー用コマンドで，OpenVMSシステムにフォーマット済
みのファイルをコピーします。

次の例では dcpでコピーしています。

% dcp dtwmrc.1 node"user password" ::’cde$system_defaults:[man]’

次の例では ftpでコピーしています。

ftp node
ftp> cd cde$system_defaults:[man]
ftp> put dtwmrc.1
ftp> bye

コピーしたリファレンス・ページは，アプリケーション・マネージャの[デスクト
ップ・アプリケーション]グループの[マニュアル・ページ・ビューア]を選択する
と，表示させることができます。
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4.7アプリケーション統合関連の CDEドキュメント

4.7 アプリケーション統合関連のCDEドキュメント

アプリケーション統合についての詳しい説明は，特に[アクション作成]のヘルプな
どの，関連するオンライン・ヘルプや次の CDEドキュメントを参照してくださ
い。

• 『共通デスクトップ環境:プログラマ概要』

• 『共通デスクトップ環境:上級ユーザ及びシステム管理者ガイド』

オンライン版ドキュメントにアクセスする方法，あるいはこれらの印刷版を入手す
る方法については，本書の表 1–2をご覧ください。
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5
New Desktopのプログラミング・リソース

DECwindows Motif for OpenVMS Alphaでは，DECwindows Motif for
OpenVMS VAXのプログラミング・リソースに加えて，New Desktopのプログラ
ミング・リソースが用意されています。これらのリソースには，CDE APIおよび
統合サービスのサブセット，追加の CDEリソースが含まれます。

本章では，次の事項について説明します。

• New Desktopがサポートする標準 (第 5.1節)

• APIおよびアプリケーション統合サービス (第 5.2節)

• 保存および復元機能 (第 5.3節)

• アクション作成アプリケーション (第 5.4節)

• サポートされているファイル型 (第 5.5節)

• CDE標準フォント (第 5.6節)

• ヘルプのプログラミング (第 5.7節)

• スクリーン・セーバ (第 5.8節)

• ヘッダ・ファイル (第 5.9節)

• CDEサンプル・プログラム (第 5.10節)

• CDEプログラミング関連ドキュメント (第 5.11節)
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5.1 New Desktopがサポートする標準

New Desktopは次の標準をサポートします。

• CDE Motif 1.0ツールキット (OSF/Motifリリース 1.2.5)

New Desktopでは， CDE Motif 1.0，OSF/Motifバージョン 1.1.3， XUI用の
各ツールキットの実行時サポートを提供します。以上のツールキットで構築さ
れたDECwindowsアプリケーションは，New Desktop環境で稼動します。

• X11 R5

• UILコンパイラ

UILコンパイラはサポートされていますが， CDEアプリケーションはUILを
使用しません。したがって，.uidファイルは CDEアプリケーションのどれと
も関連性がありません。

• Motifのリソース・マネージャ (Mrm)

• ICCCM (Inter-Cliebt Communication Convention Manual)

• CDEプログラミング・ライブラリ (本書の第 5.2節を参照)

5.2 APIサービスおよびアプリケーション統合サービス

表 5–1は，New Desktopで利用できる CDEアプリケーション・プログラミ
ング・インタフェース (API)および CDEアプリケーション統合サービスのサ
ブセットをまとめたものです。これらは，次の共有可能ライブラリ (論理名
SYS$LIBRARYで定義される)に含まれています。

• CDE$LIBDTSVC.EXE

• CDE$LIBDTHELP.EXE

• CDE$LIBDTWIDGET.EXE

また，対応するヘッダ・ファイルについても表 5–1で説明しています。 CDE API
の全ルーチンについては，付録 Cを参照してください。New Desktopではほとん
どの CDE APIルーチンをサポートしていますが，いくつかのものはサポートして
いません。サポートされていないものについては注意書きがあります。
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これらの新規 APIサービスおよびアプリケーション統合サービスに加え，
DECwindows Motifの全 APIサービスと全アプリケーション統合サービスもNew
Desktopで利用できます。

表 5–1 New Desktopの CDE APIサービスおよびアプリケーション統合サービス

サービスの種類 説明

CDE$LIBDTSVC.EXE デスクトップ・サービス

便利なドラッグ・ドロップ形式の
API

OSF/Motif R1.2のドラッグ・ドロップ・サービスの
上位にある便利な機能。これらの機能は OSF/Motif
R1.2のドラッグ・ドロップ・サービスを簡素化したも
ので，内容には変更ありません。

アクション刷新 API アクションデータベースおよびデータ型定義データベ
ースの初期化とロード，アクション・データベースの
問い合わせ，アクションの起動，アクションのステー
タス情報を受け取って引数を返すためのコールバック
の登録に利用します。

セッション・マネージャ
API(dtsession)

このサービスには保存および復元機能が含まれます。

ワークスペース・マネージャ API
(dtwm)1

ワークスペース情報の取得，現在のワークスペースの
設定など。

ヘッダ・ファイル2 Action.h， Dnd.h， Dts.h， Dt.h， Saver.h，
Session.h，Wsm.h

詳細は，『共通デスクトップ環境:プログラマーズ・ガイド』を参照してください。

CDE$LIBDTHELP.EXE ヘルプ・ウィジェットのサポート

DtHelpDialog メニュー・バー，トピック・ツリー，ヘルプ・トピッ
ク表示領域を含む一般ヘルプ・ダイアログ。

DtHelpQuickDialog トピック表示領域および 1つ以上のダイアログ・ボタ
ンを最下部に持つクイック・ヘルプ・ダイアログ。

ヘッダ・ファイル2 Help.h， HelpQuickD.h， HelpDialog.h

詳細は，『共通デスクトップ環境:プログラマーズ・ガイド (ヘルプ・システム編)』を参照
してください。

1一部の機能はサポートされていません。
2 DECW$INCLUDE:にあります。

(次ページに続く)

New Desktopのプログラミング・リソース 5–3



New Desktopのプログラミング・リソース
5.2 APIサービスおよびアプリケーション統合サービス

表 5–1 (続き) New Desktopの CDE APIサービスおよびアプリケーション統合サ
ービス

サービスの種類 説明

CDE$LIBDTWIDGET.EXE カスタム・ウィジェット

DtSpinBox 数値またはテキスト値を増減できるコントロール内の
矢印ボタンとテキスト・フィールドとを結合します。

DtComboBox テキスト・フィールド用の 1つ以上の有効な選択肢を
表示するコントロール内のリスト・ボックスとテキス
ト・フィールドとを結合します。

DtMenuButton メニュー・バーの外にメニューのカスケード化を行う
機能です。

DtEditor シンプルなテキスト・エディタの機能を組み込みま
す。

ヘッダ・ファイル2 Spinbox.h， ComboBox.h，MenuButton.H，
Editor.h

詳細は，『共通デスクトップ環境:プログラマーズ・ガイド』を参照してください。

2 DECW$INCLUDE:にあります。

表 5–2は，New Desktopに組み込まれていない CDE APIサービス，アプリケー
ション統合サービス，ツールをまとめたものです。

表 5–2 組み込まれていない CDE API，アプリケーション統合サービス

CDE構成要素 名称

アプリケーション・ビルダ dtappbuilder

カレンダ・マネージャ API libcsa

メッセージ交換サービス (ToolTalk) libtt

多目的インターネットメール拡張機能 (MIME)サポ
ート

libdtmail

漢字端末エミュレータ API libdtterm

ウィンドウ対応 Kornシェル dtksh

以上の各ルーチンのアプリケーションでの使用例については，第 5.10節に説明の
サンプル・プログラムを参照してください。
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5.3 保存および復元機能

New Desktopには，セッションの保存および復元ユーティリティ機能が備わって
います。この機能がご利用のアプリケーションに組み込まれている場合は，アプリ
ケーションの状態がセッション・マネージャ終了時に保存され，セッションの再起
動時に復元されます。

XmAddWMProtocol( )関数を使用して，アプリケーションの最上位用WM_
PROTOCOLS特性にWM_SAVE_YOURSELFアトムを設定してください。
DECW$UTILSディレクトリにある xpropユーティリティ・プログラムを使用し
て，ウィンドウの特性を表示することができます。

XmAddWMProtocolCallback( )関数を使用して，アプリケーションがWM_SAVE_
YOURSELFクライアント・メッセージを受信したときのコールバック・プロ
シージャを宣言します。セッション・マネージャがクライアントのWM_SAVE_
YOURSELFメッセージをアプリケーションに送ると，このコールバック関数が呼
び出されます。

アプリケーションは，保存および復元処理中はユーザと対話するべきではありませ
ん。たとえば，保存および復元処理中は，ダイアログ・ボックスは表示するべきで
はありません。

SESSION.Cサンプル・プログラムが目安として提供されています。このサンプ
ル・プログラムは，切り替えボタン付きのメイン・ウィンドウを作成し，保存およ
び復元ルーチンの実行中にボタンの状態を保存します。

サンプル・プログラムは次のディレクトリにあります。

CDE$SYSTEM_DEFAULTS:[EXAMPLES.DTSESSION]

サンプル・プログラムが入ったディレクトリに関する一般的な説明は，第 5.10節
を参照してください。
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5.4 アクション作成アプリケーション

アプリケーションをNew Desktopから起動するためには，アプリケーション構成
ファイルをいくつか作成してインストールしておかなければなりません。ほとんど
のアプリケーションの構成ファイルは，アクション作成アプリケーションで作成
およびインストールすることができます。アクション作成アプリケーションはこ
れらのファイルの作成処理を自動化するもので，アプリケーション・マネージャ
内の[デスクトップツール]アプリケーション・グループから起動することができま
す。

アクション作成についての詳細は，本書の第 4.1節を参照してください。

5.5 サポートされているファイル型

New Desktopには，事前に構成されたアイコンと関連アクションが付いたファイ
ル型のセットが用意されています。これらのアイコンとアクションは，アクション
作成，アクション・データベース，実行管理ツールを使用して変更することができ
ます。

ファイル型の例として，実行可能ファイル (拡張子.EXE付き)あるいはデータ・フ
ァイル (拡張子.TXT付き)があります。アクションの例としては，ファイルが実行
可能型の場合，ファイルの実行や，ファイルがデータ・ファイルの場合の印刷また
は編集するための開くがあります。

5.6 CDE標準フォント

CDEは，アプリケーション用とインタフェース用の 2種類の標準フォントを定義
します。アプリケーション・データにはアプリケーション用フォントを，Motifウ
ィジェットにはインタフェース用フォントを使用します。

New Desktopに組み込まれている CDE標準アプリケーション用フォントは，
あらゆる CDEプラットフォームで使用できる汎用フォントです。これらのフォ
ントは，ふつう Xフォント別名メカニズムによって，各 CDEプラットフォーム
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上で別々のフォントにマッピングされます。これらのリソース用のフォントは
APP-DEFAULTSファイルに指定します。

CDE標準インタフェース用フォントは，Motifウィジェットでアプリケーション
開発がしやすいように，アプリケーションのウィンドウが他の CDEデスクトップ
のクライアント・ウィンドウと同様の外観で，ユーザがスタイル・マネージャを利
用してこれらのフォントのサイズを自由に変更できるようになっています。Motif
フォント・リストのリソース仕様を変更することによって，組み込まれているフォ
ントを無効にする場合は，ユーザがそのアプリケーションのフォントをカスタマイ
ズできるような追加機能を用意する必要があります。

以上のガイドラインを守ることによって，アプリケーションはあらゆる CDEプラ
ットフォームに適切なフォントを提供します。詳細は，『共通デスクトップ環境:
プログラマ概要』および『共通デスクトップ環境:プログラマーズ・ガイド』を参
照してください。

5.7 ヘルプのプログラミング

New Desktopのヘルプ・システムは，アプリケーションのオンライン・ヘルプの
開発および表示を実現する完全なシステムです。本節では，ヘルプ開発用に用意さ
れているプロセスやツールについて簡単に説明しています。 OpenVMS独特の特
徴については，この節で完全に説明しています。ヘルプ開発プロセス， SGMLマ
ークアップ言語，ヘルプ記述タスク，プログラミング・タスクについての詳細は，
『共通デスクトップ環境:プログラマーズ・ガイド (ヘルプ・システム編)』を参照
してください。

次のNew Desktopプログラミング構成要素が，ヘルプの開発用に用意されていま
す。

• ヘルプ・コンパイラ・インタフェース (DTHELPTAG.COM)

• ヘルプ・ユーティリティ機能 (CDE$LIBDTHELP.EXE)

• ヘルプ・タグの使用例
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5.7.1 ヘルプ開発用プロセス

オンライン・ヘルプはファイル拡張子.HTG付きのテキスト・ファイルに記述され
ます。HelpTagという名前の SGMLマークアップ言語を使用して，テキストの各
要素のフォーマット方法を指定します。

HelpTagは，見出し，段落，リストなどの要素のフォーマットを指定するタグ集で
す。ヘルプ・テキストを作成し，そのテキストの要素に適切なタグでラベルを付け
た後，DTHELPTAG.COMコマンド・プロシージャでこれらのタグ付きファイル
を処理します。DTHELPTAG.COMコマンド・プロシージャはヘルプ・ビューア
で表示させることができる実行時ヘルプ・ファイル (拡張子.SDL)を生成します。

略式 SGMLと正式 SGMLの 2種類のスタイルの SGMLが用意されており，どち
らもHelpTagマークアップ言語と共に使用できます。略式スタイルの方が簡単か
つ迅速にコード化できます。

5.7.2 ヘルプ・コンパイラ・インタフェース

ヘルプ・コンパイラ・インタフェースは，DTHELPTAG.COMから起動する 3つ
の実行可能ファイルで構成されます。これらの実行可能ファイルについては表 5–3
で説明していますが， CDE$SYSTEM_DEFAULTS:[BIN]ディレクトリに入って
おり，このディレクトリは CDE$PATH論理名で参照されます。

表 5–3 DTHELPTAG.COM実行可能ファイル

ファイル名 用途

DTHELP_CTAG1.EXE 正式 SGMLによるヘルプ・トピック用のパーサ

DTHELP_HTAG1.EXE 略式 SGMLによるヘルプ・トピック用のパーサ

DTHELP_HTAG2.EXE 上記のどちらか 1方のパーサ実行後に分散ファイル拡張のた
めに実行します。

DTHELPTAG.COMの主な機能は，ヘルプのソース・ファイルをコンパイルする
ことです。DTHELPTAG.COMは次のタスクにも使用できます。

• DTHELPTAG.COMが生成する全中間ファイルの削除。
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• ヘルプ・ボリュームに関連する全ファイルのリストアップ。

DTHELPTAG.COMはUNIX版 dthelptagシェル・スクリプトから移植されたも
のです。DTHELPTAG.COMは，そのUNIX版に組み込まれているファイル圧
縮・解凍以外の全機能をサポートします。

5.7.3 DTHELPTAG.COMのフォーマットとオプション

DTHELPTAG.COMのフォーマットは次のとおりです。

@CDE$PATH:DTHELPTAG [option] filename

ここでfilename には，入力するヘルプのソース・ファイル名を指定します。

DTHELPTAG.COMオプションは先頭にハイフン (-)を付ける必要がありますが，
各オプションについては表 5–4で説明しています。

表 5–4 DTHELPTAG.COMのオプション

オプション 用途

-formal 正式 SGMLによるヘルプ・トピックに使用するパーサを指定します。
-formalを指定しない場合，略式 SGMLのヘルプ・トピック用のパーサ
が使用されます。

-nooptimize HelpTagマークアップの実行時フォーマットへの変換中に通常発生す
る，一部の最適化をオフにします。このオプションを使用すると変換プ
ロセスの時間が短縮されます。

-memo ヘルプ・ファイルの作者のメモ書きをメモ・タグ (<memo>)を付けてフ
ァイルに挿入します。

-debug 中間ファイルを保存します。保存しない場合は削除されます。

-clean 特定のヘルプ・ボリューム用に DTHELPTAG.COMにより生成された
ファイルをすべて削除します。

-files 特定のヘルプ・ファイルに関連するすべてのファイルを一覧表示しま
す。表示されるファイルには， DTHELPTAG.COMコマンド・プロシ
ージャ実行中に生成された中間ファイルと，ヘルプ・ファイルに組み込
まれるグラフィック・ファイルも含まれます。

(次ページに続く)
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表 5–4 (続き) DTHELPTAG.COMのオプション

オプション 用途

-help DTHELPTAG.COM用のコマンド行ヘルプを呼び出します。

5.7.4 ヘルプ・ユーティリティ機能

アプリケーション・プログラマの方のためにNew Desktopには，Motifア
プリケーションに[ヘルプ]ダイアログ・ボックスを付け加えることができ
るヘルプ APIが用意されています。New Desktopのヘルプ・ライブラリ
(CDE$LIBDTHELP.EXE)には，次の 2種類のヘルプ・ダイアログ・ボックス
が用意されています。

• 一般のヘルプ・ダイアログ・ボックス (DtCreateHelpDialog( ))

メニューバー，トピック・ツリー，トピック表示領域のある一般的なヘルプ・
ダイアログボックス。

• クイック・ヘルプ・ダイアログ・ボックス (DtCreateQuickHelpDialog( ))

クイック・ヘルプ・ダイアログ・ボックスは，トピック表示領域とその一番下
に 1個以上のボタンだけしかないダイアログ・ボックスです。

New Desktopのヘルプ APIについての詳細は，『共通デスクトップ環境:プログ
ラマーズ・ガイド (ヘルプ・システム編)』を参照してください。

5.7.5 HelpTagのサンプル・プログラム

HelpTagのサンプル・ファイルは次のディレクトリに入っています。

CDE$SYSTEM_DEFAULTS:[EXAMPLES.DTHELP]

次の例では，HelpTagの -filesオプションの使用法を示すサンプル・ファイルを使
用しています。

$ @CDE$PATH:DTHELPTAG -files HELPDEMO.HTG
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上記のコマンドの実行により次のメッセージが出力されます。

Workfile is --> HELPDEMO.HTG
MARKUP PARSER (with non-canonical SGML enhancements)
(c) Copyright 1993, 1994 Hewlett-Packard Company
(c) Copyright 1993, 1994 International Business Machines Corp.
(c) Copyright 1993, 1994 Sun Microsystems, Inc.
(c) Copyright 1993, 1994 Unix System Labs, Inc., a subsidiary of Novell, Inc.
CDE HelpTag Formatting System. - Version B.00.00 (DTD Version A.01.23)
Interface generated from help.if on Thu Dec 28 09:01:10 1995
helpdemo.htg
Warning: could not open locale translation database.
[.graphics]AppWithHelp.xwd

[.graphics]cauticon.pm
[.graphics]clock.xwd
[.graphics]clouds.xpm
[.graphics]bee.xwd
[.graphics]deadjim.xwd
[.graphics]GeneralHelp.xwd
[.graphics]head-down.xwd
[.graphics]helpchar.ent
[.graphics]helpicon.ent
[.graphics]helplang.ent
[.graphics]helpShelf.pm
[.graphics]integral.bm
[.graphics]noteicon.pm
[.graphics]QuickHelp.xwd
[.graphics]rooster.xpm
[.graphics]Snapshot.bm
[.graphics]Snapshot.xwd
[.graphics]speaker.pm
[.graphics]shuttle2.xwd
[.graphics]sunset.xwd
[.graphics]tribe.xwd
[.graphics]warnicon.pm
[.graphics]xload.xwd
Exiting HelpTag Utility...
$
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5.8 スクリーン・セーバ

New Desktopには，スクリーン・セーバを追加することができま
す。スクリーン・セーバのサンプル・プログラムが CDE$SYSTEM_
DEFAULTS:[EXAMPLES.DTSCREEN]ディレクトリにあります。

スクリーン・セーバの作成は次の手順で行ってください。

1. スクリーン・セーバ・アプリケーションを作成します。

2. スクリーン・セーバを起動するアクションを作成します。

3. 新しいスクリーン・セーバのアクションを，利用可能なスクリーン・セーバの
リストに追加します。これには，次の行を SYS$MANAGER:DECW$PRIVATE_
APPS_SETUP.COMファイルに追加します。

DTSCREENSAVERLIST == "SampleScreenSaver"

リストの各スクリーン・セーバ名は，スペースで区切ります。

4. セッションを再起動します。

以上の手順を完了すると，新しいスクリーン・セーバがスタイル・マネージャ
の[スクリーンセーバ]オプションの利用可能なスクリーン・セーバのリストに追加
されます。

新しいスクリーン・セーバの作成についての詳細は，上記サンプル・ディレクトリ
の README.ファイルを参照してください。

5.9 ヘッダ・ファイル

表 5–5は，New Desktopに付属の CDE構成要素用のヘッダ・ファイルをまとめ
たものです。これらのヘッダ・ファイルを利用することにより，アプリケーション
開発者がデスクトップ API (ドラッグ・ドロップ，保存および復元，ワークスペー
ス・マネージャなど)，ヘルプ・サービスおよびカスタム・ウィジェットを活用す
ることができます。
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ヘッダ・ファイルはディレクトリDECW$INCLUDEにあり，サンプル・ディレク
トリのソース・ファイル中で次の構文により参照されます。

#include <DT/filename.H>

ここでDTはDECW$INCLUDEとして定義されている論理名です。

注意

includeは必ず小文字で指定し，それに続く句は必ず括弧 (<>)で囲ってく
ださい。

表 5–5 CDEヘッダ・ファイル

ファイル名 機能

デスクトップ・サービス API

DT/ACTION.H アクション関連の構造体および関数

DT/DND.H ドラッグ・ドロップ関数

DT/DT.H CDEバージョン情報， DtInitializeおよび DtAppInitialize関数

DT/DTS.H データ型定数および関数

DT/SAVER.H スクリーン・セーバ API関数

DT/SESSION.H セッション・マネージャ API (保存および復元)機能

DT/WSM.H ワークスペース・マネージャ APIに関連するデータおよび関数

ヘルプ・サービス

DT/HELP.H dtfileヘルプの関数を定義。

DT/HELPQUICKD.H クィック・ヘルプ・ダイアログのリソースおよび関数

(次ページに続く)
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表 5–5 (続き) CDEヘッダ・ファイル

ファイル名 機能

カスタム・ウィジェット (libdtwidget.exeに記述)

DT/COMBOBOX.H コンボ・ボックスのウィジェット用

DT/EDITOR.H エディタのウィジェット用

DT/MENUBUTTON.H メニュー・ボタンのウィジェット用

DT/SPINBOX.H スピン・ボックスのウィジェット用

5.10 CDEサンプル・プログラム

New Desktopには CDEサンプル・プログラムが用意されており，表 5–6で説明
しています。サンプル・プログラムには，New Desktopで提供される各種 CDE
APIやその他のプログラミング・リソースの使用法が示されています。各サンプ
ル・ディレクトリには README.ファイルが入っています。これはサンプル・プ
ログラムと，そのディレクトリ用のサンプル・プログラムを構築するために利用で
きるコマンド・ファイル (nnnn.com)について説明しているファイルです。

最上位のサンプル・ディレクトリへは，次の例のように CDE$EXAMPLES論理名
で参照することができます。

$ DIR CDE$EXAMPLES
Directory CDE$SYSTEM_DEFAULTS:[EXAMPLES]

DTACTION.DIR;1 DTDTS.DIR;1 DTHELP.DIR;1
DTSCREEN.DIR;1 DTSESSION.DIR;1 DTWIDGET.DIR;1
DTWSM.DIR;1

以上のサンプル・プログラム用のヘッダ・ファイルは，次の形式で組み込まれてい
ます。

#include <DT/ filename .H>
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ここでDTは，DECW$INCLUDEとして定義された論理名です。

表 5–6 CDEサンプル・プログラム

プログラム名 用途

DTACTION あるファイルに対してアクションを実行する，アクション APIの使用法
を示すデモ・プログラムです。アプリケーションは， 2つのテキスト入
力フィールドを表示します。最初のフィールドにアクション名を入力し，
2番目のフィールドにアクションを実行する対象となるファイル名を入力
して，[RETURN]キーを押します。

DTDTS Dtsデータ表示 APIの使用法を教えるプログラムで，データ型，アイコ
ン名，およびプログラムに各ファイルが渡した対応アクションを表示しま
す。ファイルの対応アクションの実行には， dtactionクライアントを使
用することができます。

DTHELP CDEヘルプ・システム Helptag言語の使用法および CDEヘルプ・ファ
イルの作成方法を教えるプログラムで，コンパイルしたヘルプ・ファイル
(HELPDEMO.SDL )は，ヘルプ・ビューアで表示することができます。

DTSCREEN スクリーン・セーバ APIのサンプル・プログラム (SCREENSAVER.EXE)
が入っています。これは， DTスクリーン・セーバ APIを使用した単純
なスクリーン・セーバの例で，デスクトップの全ユーザまたはご自分のセ
ッションでこのスクリーン・セーバを利用可能にする手法を教えます。
(あるいは， New Desktopに用意されているスクリーン・セーバ集から 1
つ選んで，デスクトップ・セッションで使用することもできます。これら
のスクリーン・セーバは，スタイル・マネージャの[スクリーンセーバ]ダ
イアログからプレビューしたり，選択することができます。)

DTSESSION セッションのメカニズムと APIを示すプログラムです。 SESSION.EXE
プログラムは， DtSession APIを使用して Dt Session管理プロトコルを
サポートするアプリケーションの一例です。このアプリケーションでは，
セッション終了時に現在の状態 (切り替えボタンの値)が保存されます。
セッションが再開されると切り替えボタンの状態が復元されます。保存お
よび復元についての詳細は，本書の第 5.3節を参照してください。

DTWIDGET ウィジェット・ライブラリのデモが入っています。 CONTROLS.EXEプ
ログラムでは DtSpinBox， DtComboBox， DtMenuButtonの各制御，
EDITOR.EXEプログラムでは DtEditorウィジェットのデモを実行しま
す。

DTWSM ワークスペース・マネージャ APIのデモが入っています。 OCCUPY.EXE
プログラムは CDEワークスペース内にアプリケーションが存在するかど
うかの問い合わせと設定の方法を紹介します。WSINFO.EXEプログラ
ムは，アプリケーションの現在のワークスペースの属性情報を問い合わせ
る方法を紹介します。
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5.11 CDEプログラミング関連ドキュメント

CDEプログラミング関連ドキュメントには，コンテキスト・ヘルプ付きのCDEヘ
ルプ・システム，オンライン CDEドキュメント，オンライン・リファレンス・ペ
ージ (マニュアル・ページとも呼ばれる)などがあります。印刷版 CDEドキュメン
トも用意されています。

5.11.1 CDEプログラミング関連ドキュメント

次の CDEプログラミング関連ドキュメントがオンラインで用意されています。

• 『共通デスクトップ環境:プログラマ概要』

• 『共通デスクトップ環境:プログラマーズ・ガイド』

• 『共通デスクトップ環境:プログラマーズ・ガイド (ヘルプ・システム編)』

• 『共通デスクトップ環境:プログラマーズ・ガイド (国際化対応編)』

• 『共通デスクトップ環境:スタイル・ガイド』

これらのドキュメントへのアクセス，または印刷版の取り寄せ方法については，
表 1–2を参照してください。

5.11.2 リファレンス・ページ

CDEリファレンス・ページ (マニュアル・ページ)は，インストレーション時のオ
プションとしてキットに付属しています。なお，リファレンス・ページに記述され
ているコマンドの中には，New Desktopではまだ実現されていないものがありま
す。

リファレンス・ページはいくつかの章に分かれています。 OpenVMS Alphaシス
テムでは表 5–7のように，セクションを表すファイル拡張子が付いています。
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表 5–7 リファレンス・ページの各章

章番号 内容 ファイルの拡張子1

1 アプリケーション filename.1

3 ライブラリ/プログラミング filename.3

4 プログラミング filename.4

5 ファイル・フォーマットを含む filename.5

1リファレンス・ページの第 2章 (.2)は CDEシステム・コールについて説明していますが， New
Desktopではまだ実現されていません。

リファレンス・ページにアクセスする方法については，表 1–2を参照してくださ
い。
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A
New Desktopと CDEとの相違

本付録では，OpenVMS AlphaのNew DesktopとUNIXシステムの CDEとの最
も大きな相違点について説明します。 OpenVMS Alphaに組み込まれていないい
くつかの機能を除いて，New Desktopでは CDE と同様の外観を実現しています
(表 5–1を参照)。

共通する構成要素間の相違点は，主としてオペレーティング・システムの相違によ
るものです。たとえば，ファイル名の指定が異なっていますし，New Desktopで
は環境変数ではなく論理名を使用しているなどです。

A.1 全般的な相違

ファイル名は必ずOpenVMSのファイル指定方式で表示され，また受け付けら
れます。ただし，UNIXパス指定もNew Desktopのあらゆるアプリケーション
の入力として使用することができます。たとえば/sys$manager/login.comは，
SYS$MANAGER:LOGIN.COMに相当します。

いくつかの CDEファイルはシンボリック・リンクの使用によって，UNIXシステ
ムの複数の場所に現れます。New Desktopでは，ファイルは 1ヶ所にしか現れま
せん。アプリケーション専用のディレクトリ階層構造に置かれたアプリケーション
専用ファイルに対するシンボリック・リンクをシステム・ディレクトリに作成する
dtappintegrateアプリケーションはありません。新規アプリケーション・ファイル
は， CDE$USER_DEFAULTS:[*...]システム・ディレクトリに置かれる必要があ
ります。

OpenVMSのファイル名は大文字と小文字を区別しません。ファイル名を別のコン
テキストで使用する場合，たとえばアクションとアクション (stub)・ファイルとの
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対応付けに使用する場合や，パレットや背景の記述リソース名として使用する場合
には，小文字で指定しなければなりません。

A.2 ログイン・マネージャの相違

New Desktopのログイン・プロセスのユーザ・インタフェースは CDEのものと基
本的に同じですが，OpenVMS Alphaのログイン・マネージャ dtloginの仕様は異
なっています。主な相違は次のとおりです。

• OpenVMSのログイン・マネージャは， 1つの Xディスプレイしか管理するこ
とができません。ログイン・マネージャは，ディスプレイを管理するための異
なるサブプロセスを作成せず，ログイン・マネージャのプロセスはユーザがロ
グインすると終了します。

• New Desktopは，セッションを実行する代替システムを選択するための
chooserアプリケーションを提供していません。

• New Desktopは，ログイン・マネージャのイメージを提供して
いません。代わりに，共有可能イメージである CDE$SYSTEM_
DEFAULTS:[BIN]DECW$LOGINOUT.EXEが，OpenVMSのログイ
ン・プロセスである SYS$SYSTEM:DECW$LOGINOUT.EXEにより，動的に
起動されます。DECwindowsあるいはNew Desktopのログイン・プロセス
は， RUN SYS$SYSTEM:DECW$STARTLOGINコマンドにより起動されま
す。

• Xsetup， Xstartup， Xrese， dtprofileなどの CDEで使用されるいく
つかのスクリプトは，New Desktopではサポートされていません。代
わりに， SYS$MANAGER:DECW$PRIVATE_APPS_SETUP.COMと
SYS$MANAGER:DECW$PRIVATE_SERVER_SETUP.COMの各プロシージ
ャにカスタム構成情報が定義されています。

• New Desktopでは，システム全体で有効な環境変数は論理名としてサポ
ートされます。ただし， CDE環境変数のうちのユーザ変数 (XMUSER*と
DTUSER*)はサポートされていません。

• ログイン時に「New Desktopを起動中です。」と表示するログインへの移行ア
プリケーションである dthelloは， Xsessionスクリプトからでなく dtloginか
ら直接に起動されます。コマンド行引数を dthelloに渡すことはできません。
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• New Desktopではログイン用ログ・ファイルは，/usr/dt/config
リソース・ファイルのDtlogin.errorLogFileリソースではなく，
SYS$MANAGER:DECW$PRIVATE_APPS_SETUP.COMファイル (第
3.5節を参照)を使用して，オプションで有効とすることができます。

• New Desktopでは，セッション起動用ログ・ファイルは$HOME/.dt/startlog
ではなく， SYS$LOGIN:DECW$SM.LOGです。

New Desktopのログイン・プロセスは XSESSION.COMファイルを使用して
dtsessionプロセスを起動し，New Desktopでは特殊な起動コマンド・ファイルの
処理用に CDE$SYSTEM_DEFAULTS:[BIN.XSESSION_D]ディレクトリを使用し
ます。さらに，New Desktopは各国語対応バージョンを含む標準リソース・ファ
イル・セットをサポートしています。

A.3 ファイル・マネージャの相違

OpenVMSのファイル・マネージャは，次の部分でUNIXのものとは異なっていま
す。

• ファイルのバージョン

UNIXシステムにはファイルのバージョンはありません。OpenVMS Alphaシ
ステムでは，ファイルの全バージョンを表示するか，最新バージョンだけを表
示するかを選択することができます。ファイルを選択してから[選択済み]メニ
ューの[パージ]を選択すると，ファイルをパージすることができます。どのバ
ージョンのファイルを選択しても，そのファイルの全バージョンがパージされ
ます。

• [保護]ダイアログ・ボックス

OpenVMSシステムでは付加的な保護コードが利用可能です。

• ディレクトリの更新

UNIXシステムでは変更されたディレクトリは自動的に更新されます。
OpenVMS Alphaシステムでは，ファイル・マネージャでファイルの移動，削
除，コピーなどの操作を行うことによってディレクトリを変更した場合，ディ
レクトリの表示が自動的に更新されます。ディレクトリの変更が別のプロセス
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によるものであるかどうかを確認するには，[表示]メニューの[更新]オプション
を選択します。

• OpenVMS Alphaシステムでは，ルート・ディレクトリに相当するものはあり
ません。

1台のディスクあるいは論理名で定義された論理ディスクから別のディスクに
移動することはできません。

• 追加プロセスの使用制限

UNIXのファイル・マネージャでは，付加的な子プロセスを広範に使用しま
す。OpenVMSでは，特定のファイル・システム操作のためにだけ付加的なプ
ロセスを使用します。このため，ディレクトリの更新などの特定の操作では，
処理が完了するまで待たないと別の処理を行うことができません。

A.4 印刷に関する相違

New Desktopの印刷機能は CDEの印刷機能とは異なっています。 CDEの現在の
印刷機能は，基本部分でUNIXのラインプリンタ・コマンド lp(1)とラインプリン
タ・デーモン lpd(8)に大きく依存しています。 CDEの印刷環境は標準化されてい
ないため，この種のオペレーティング・システム固有の仕様をOpenVMS Alpha
に移植するのは実用的ではありません。

OpenVMS Alphaでは，New Desktopの印刷環境は[印刷ダイアログ]という新し
いアプリケーションで構成されています。このアプリケーションは，UIL（ユー
ザ・インタフェース言語）とDECwindows印刷ウィジェット (Motifライブラリの
DECWindows拡張機能の一部)を使用して，OpenVMS Alphaの印刷機能を起動
できるようになっています。

New Desktopの仕様は異なりますが，印刷機能の使い勝手が CDEを実行する
UNIXで印刷する場合と大きく違わないよう，OpenVMS Alphaの印刷機能の
CDEへの統合を試みました。OpenVMS Alphaでも，ファイル・アイコンをドラ
ッグしてプリンタ・アイコンにドロップするか，ファイルを選択して[印刷ダイア
ログ]ボックスを選択することによって印刷ジョブを開始し，プリンタをデスクト
ップ上のオブジェクトとして管理することができるようになりました。
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[印刷ダイアログ]の実行可能ファイルは，次のディレクトリに他のNew Desktop
実行可能ファイルとともに置かれています。

CDE$SYSTEM_DEFAULTS:[BIN]PRINTDIALOG.EXE

A.5 メッセージ交換の相違

New Desktopのメッセージ交換機能は CDEの機能よりも制約があります。UNIX
の CDEで同期化している一部の動作は，New Desktopでは同期化していなかっ
たり，ユーザによる介入が必要な場合があります。この制約は次の場合に顕著に現
れます。

• New Desktopでは，フロント・パネルの通話中ランプと砂時計型カーソルとの
タイミングがずれる場合があります。

• 第 A.3節の説明のように，ファイルが自動的に更新されない場合があります。

• [アクション作成]アプリケーションから[アイコン・エディタ]を起動してアイコ
ン・ファイルを編集し，[アイコン・エディタ]を終了した場合に，編集結果が
表示されているアイコンに自動的に表示されません。UNIXの CDEの場合は
表示されます (第 4.1.6項を参照)。

• New Desktopでは，テキスト・エディタ dtpadはスタンドアローン・モードで
のみ実行できます。

A.6 プロセス起動の相違

New Desktopで起動されるプロセスの大部分は，アクションに対応する実行文字
列 (EXEC_STRING)とともにアクションを使用して起動されます。New Desktop
では，これらの EXEC_STRINGは 1つの有効なDCLコマンドであることが必要
です。ファイル名で始まる文字列は，フォーリン・コマンド行に自動的に変換され
ます。
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A.7 New DesktopとCDEのディレクトリ構造

この節では，New Desktopのディレクトリ構造と CDEディレクトリ構造との相
違について説明します。

CDEはUNIXシステム用に開発されたもので，New Desktopでオンラインで用
意されている CDE関連ドキュメントは，UNIXパス指定を使用します。

A.7.1 システムのデフォルトの構成ディレクトリ

表 A–1は，New Desktopのデフォルト構成ディレクトリに対応する CDEパス指
定をまとめたものです。 CDEファイル・システムあるいはディレクトリ階層構造
についての詳細は，マニュアル・ページ・ビューアにより表示できる dtfilsys.5リ
ファレンス・ページを参照してください。

[マニュアル・ページ・ビューア]はアプリケーション・マネージャの[デスクトッ
プ・アプリケーション]グループにあります。 dtfilsys.5を表示させるには，マニュ
アル・ページ・ビューアを起動して，表示されるプロンプトで dtfilsys.5を入力し
てください。

表 A–1 システムのデフォルトの構成ディレクトリ

OpenVMSのディレクトリ名 UNIXのパス指定

CDE$SYSTEM_DEFAULTS:[000000] /usr/dt

CDE$SYSTEM_DEFAULTS:[APP-DEFAULTS.lang1]2 /usr/dt/app-defaults/<lang>

CDE$SYSTEM_DEFAULTS:[APPCONFIG] /usr/dt/appconfig

1OpenVMSのディレクトリ名やファイル名のlang (または%L)の値，ロケール名の点 (.)やアット・マ
ーク (@)は，下線 (_)に変換されます。たとえば， UNIXの ja_JP.deckanjiは OpenVMSの JA_JP_
DECKANJIのことです。
2 UNIXのアプリケーション用デフォルト・ファイルにはファイル拡張子がありません。 OpenVMS
では[APP-DEFAULTS]ディレクトリの各アプリケーション用デフォルト・ファイルには，ファ
イル拡張子.DATが付いています。たとえば, /usr/dt/app-defaults/C/Dtpadは New Desktopでは
CDE$SYSTEM_DEFAULTS:[APP-DEFAULTS.C]DTPAD.DATです。 (これは構成ディレクトリ構造
にあるリソース・ファイルには適用されません。)

(次ページに続く)
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表 A–1 (続き) システムのデフォルトの構成ディレクトリ

OpenVMSのディレクトリ名 UNIXのパス指定

CDE$SYSTEM_DEFAULTS: -
[APPCONFIG.APPMANAGER.lang1]

/usr/dt/appconfig/appmanager

CDE$SYSTEM_DEFAULTS:[APPCONFIG.HELP.lang1] /usr/dt/appconfig/help

CDE$SYSTEM_DEFAULTS:[APPCONFIG.ICONS.lang1]3 /usr/dt/appconfig/icons

CDE$SYSTEM_DEFAULTS:[APPCONFIG.TYPES.lang1] /usr/dt/appconfig/types

CDE$SYSTEM_DEFAULTS:[BACKDROPS] /usr/dt/backdrops4

CDE$SYSTEM_DEFAULTS:[BIN] /usr/dt/bin

CDE$SYSTEM_DEFAULTS:[CONFIG] /usr/dt/config

CDE$SYSTEM_DEFAULTS:[CONFIG.lang1] /usr/dt/config/<lang>

— /usr/dt/dthelp5

CDE$SYSTEM_DEFAULTS:[EXAMPLES] /usr/dt/examples4

— /usr/dt/include5

DECW$INCLUDE:, DT: /usr/dt/include/Dt4

SYS$MANAGER:CDE$STARTUP.COM /usr/dt/install/dec/start.cde.dec

CDE$SYSTEM_DEFAULTS:[LIB] /usr/dt/lib

CDE$SYSTEM_DEFAULTS:[MAN] /usr/dt/man4

CDE$SYSTEM_DEFAULTS:[PALETTES] /usr/dt/palettes4

— /usr/dt/share5

1OpenVMSのディレクトリ名やファイル名のlang (または%L)の値，ロケール名の点 (.)やアット・マ
ーク (@)は，下線 (_)に変換されます。たとえば， UNIXの ja_JP.deckanjiは OpenVMSの JA_JP_
DECKANJIのことです。
3ファイル名に複数のコンマ (.)がある，アイコンのピックスマップおよびビットマップのファイルは，
OpenVMSファイル指定に変換されています。ファイル名の 2番目の点は， New Desktopでは下線に
なります。たとえば， sysinfo.l.pmは SYSINFO.L_PMになります。
4 UNIXシステムでは backdrop ,examples, include, man, palettesの各ディレクトリのファイルのパ
ス指定は，共有ディレクトリにリンク付けされます。 OpenVMS Alphaシステムでは，上記と同じファ
イル用のディレクトリには実際のファイルが入っています。
5New Desktopにはこれに対応するディレクトリはありません。

A.7.2 ノードとクラスタの構成ディレクトリ

表 A–2は，システム全体で有効となるようにカスタマイズしたリソース，アプリ
ケーション・デフォルト，構成の各ファイルを入れるシステム管理者が作成するデ
ィレクトリをまとめたものです。対応するUNIXパス指定も記載してあります。
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表 A–2 ノードとクラスタの構成ディレクトリ

OpenVMSのディレクトリ名 UNIXのパス指定

CDE$USER_DEFAULTS:[000000] /etc/dt

CDE$USER_DEFAULTS:[APPCONFIG] /etc/dt/appconfig

CDE$USER_DEFAULTS: -
[APPCONFIG.APPMANAGER.lang]

/etc/dt/appconfig/appmanager/<lang>

CDE$USER_DEFAULTS:[APPCONFIG.HELP.lang] /etc/dt/appconfig/help/<lang>

CDE$USER_DEFAULTS:[APPCONFIG.ICONS.lang] /etc/dt/appconfig/icons/<lang>

CDE$USER_DEFAULTS:[APPCONFIG.TYPES.lang] /etc/dt/appconfig/types/<lang>

CDE$USER_DEFAULTS:[BACKDROPS] /etc/dt/backdrops

CDE$USER_DEFAULTS:[CONFIG] /etc/dt/config

CDE$USER_DEFAULTS:[CONFIG.lang] /etc/dt/config/<lang>

CDE$USER_DEFAULTS:[PALETTES] /etc/dt/palettes

A.7.3 ユーザの構成ディレクトリ

表 A–3は，個々のユーザがカスタマイズ設定用に使用するディレクトリをまとめ
たものです。

表 A–3 ユーザ構成ディレクトリ

OpenVMSのディレクトリ名 UNIXのパス指定

disk$:[user.DT] $HOME/.dt

disk$:[user.DT.APPMANAGER] $HOME/.dt/appmanager

disk$:[user.DT.HELP] $HOME/.dt/help

disk$:[user.DT.ICONS] $HOME/.dt/icons

disk$:[user.DT.PALETTES] $HOME/.dt/palettes

disk$:[user.DT.SESSIONS] $HOME/.dt/sessions

disk$:[user.DT.TMP] $HOME/.dt/tmp

disk$:[user.DT.TYPES] $HOME/.dt/types
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A.7.4 フォント・ディレクトリ

表 A–4は，New Desktopのフォント・ディレクトリとこれに対応するUNIXの
パス指定をまとめたものです。

表 A–4 フォント・ディレクトリ

OpenVMSのディレクトリ名 UNIXのパス指定

CDE$SYSTEM_DEFAULTS:[CONFIG.XFONTS.JA_JP_DECKANJI.100DPI]

/usr/dt/config/xfonts/ja_JP.deckanji/100dpi

CDE$SYSTEM_DEFAULTS:[CONFIG.XFONTS.JA_JP_DECKANJI.75DPI]

/usr/dt/config/xfonts/ja_JP.deckanji/75dpi
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複数画面のサポート

この付録では，New Desktopでサポートしている複数画面について，また複数画
面を使用できるようにするために必要な作業について説明します。

B.1 1台のディスプレイ装置上の複数画面について

New Desktopでは 1台の Xディスプレイ装置に図 B–1のような複数画面がサポー
トされています。この構成はデュアル・ヘッド・ディスプレイと呼ばれることがあ
ります。

図 B–1 複数画面を持つ 1台の Xディスプレイ装置

複数画面のサポート B–1
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この構成では Xサーバが扱う各画面はデスクトップです。フロント・パネルは 1つ
のデスクトップ (通常，ディスプレイ 0の画面 0)にのみ表示されます。デスクトッ
プの左右の外側にポインタを移動することによって，ポインタを画面から画面に移
動することができます。ファイル・マネージャあるいはアプリケーション・マネー
ジャ (dtfile)がその画面で起動されている場合にかぎり，その画面のデスクトップ
にアイコンを置くことができます。アイコンは 1画面からドラッグして，別の画面
にはドロップすることはできません。

ウィンドウ・マネージャの構成ファイルに特定の機能を追加することができ，これ
により複数画面をより簡単かつ高速に構成したり，操作したりできるようになりま
す。これらの機能 (第 B.2節で説明)により，あらゆる画面のワークスペースの変
更，作成が可能になります。

複数画面構成では， 1つの画面がデフォルト画面または現在画面となります。アプ
リケーション・マネージャの[デスクトップ・ツール]グループの[デフォルト画面の
設定]で，デフォルト画面を設定することができます。設定後，フロント・パネル
あるいはファイル・マネージャのいずれか一方から起動するアプリケーションはす
べて，デフォルト画面で起動されます。

注意

ファイル・マネージャ，アプリケーション・マネージャ，ごみ箱は，実際
は同じ dtfileアプリケーションから生成されるウィンドウです。使用中のセ
ッションでは，このうち 1種類の dtfileアプリケーションだけが使用中にな
ります。ファイル・マネージャ，アプリケーション・マネージャ，ごみ箱
のいずれかを最初に起動すると，その後これらのツールを呼び出す画面が
定義され，常に同じ画面に呼び出されるようになります。

B.2 ウィンドウ・マネージャの複数画面用機能

複数画面を使用するために必要なウィンドウ・マネージャの機能について，表 B–1
で説明しています。

B–2 複数画面のサポート
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B.2ウィンドウ・マネージャの複数画面用機能

表 B–1 ウィンドウ・マネージャの複数画面用の機能

機能 説明

f.screen [next | prev | back |
screen_number]

ポインタを特定の画面番号の画面や次の画面 (nest)，
1つ前の画面 (prev)，前回使用した画面 (back)に移動
します。この機能の引数は 1種類だけしか指定できま
せん。screen_number引数は，ポインタの移動先とな
る画面を表します。画面番号は画面 0から始まりま
す。 nextや prevはポインタを管理対象となっている
画面に移動します (管理対象となっていない画面はと
ばします)。 backを指定すると，ポインタを前回使用
した画面に戻します。

f.create_workspace 画面に新規ワークスペースを作成します。新規ワー
クスペース名は自動的に生成され ws_nという形式
で，nは整数です。

f.delete_workspace 現在のワークスペースを削除します。このワークスペ
ースだけに常駐しているウィンドウは，次のワークス
ペースへ移動します。最後のワークスペースを削除す
る場合は，ウィンドウは最初のワークスペースへ移動
します。

f.goto_workspace workspace-
name

ワークスペース・マネージャが指定した名前のワーク
スペースに切り替えるようにします。指定した名前の
ワークスペースが存在しない場合は，何も起こりませ
ん。ワークスペースを追加したり削除したりすると，
この機能に動的に影響します。

f.next_workspace ワークスペース・マネージャが画面上の次のワークス
ペースに切り替えるようにします。最後のワークスペ
ースが現在使用中の場合には，最初のワークスペース
に切り替えます。

f.prev_workspace ワークスペース・マネージャが画面上の前のワークス
ペースに切り替えるようにします。最初のワークスペ
ースが現在使用中の場合には，最後のワークスペース
に切り替えます。

f.action 指定したアクションをその画面に呼び出すようにしま
す。

B.3 ウィンドウ・マネージャを複数画面管理用に構成する

ウィンドウ・マネージャの構成ファイルを，システム全体で，または 1ユーザが
使用できるように複数画面管理用に編集することができます。複数画面システム
の全ユーザが使用できるようにカスタマイズしたワークスペース・メニュー (ルー
ト・ウィンドウ・メニューとも言う)をセットアップするには，システムのウィン
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B.3ウィンドウ・マネージャを複数画面管理用に構成する

ドウ・マネージャのデフォルト構成ファイルをユーザのデフォルト・ディレクトリ
にコピーして，コピーしたファイルを次の例のように変更してください。

$ COPY CDE$SYSTEM_DEFAULTS:[CONFIG.JA_JP_*]SYS.DTWMRC -
_$ CDE$USER_DEFAULTS:[CONFIG.JA_JP_*]SYS.DTWMRC
$ EDIT CDE$USER_DEFAULTS:[CONFIG.JA_JP_*]SYS.DTWMRC

1ユーザ用にカスタマイズしたワークスペース・メニューをセットアップ
するには，ユーザのウィンドウ・マネージャのデフォルト構成ファイル
をdisk$:[user.DT]DTWMRC.DATにコピーして，コピーしたファイルを次の
例のように変更してください。

$ COPY CDE$USER_DEFAULTS:[CONFIG.JA_JP_*]SYS.DTWMRC -
_$ disk$:[user.DT]DTWMRC.DAT
$ EDIT disk$:[user.DT]DTWMRC.DAT

標準ではワークスペース・メニューは，次のソース・コードに示されているように
SYS.DTWMRCに定義されています。

###
# Root Menu Description
###

Menu DtRootMenu
{

"ワークスペース・メニュー" f.title
"奥のウィンドウを手前へ" f.circle_up
"手前のウィンドウを奥へ" f.circle_down
"再表示" f.refresh
"フロントパネルのアイコン化／復元" f.toggle_frontpanel
no-label f.separator
"ワークスペース・マネージャの再起動..." f.restart
no-label f.separator
"ログアウト..." f.action ExitSession

}

次の例では，複数画面構成で使用するようにカスタマイズした後のワークスペー
ス・メニューの定義がどのようになるかを示しています。
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B.3ウィンドウ・マネージャを複数画面管理用に構成する

###
# Root Menu Description
###

Menu DtRootMenu
{

"ワークスペース・メニュー" f.title
"奥のウィンドウを手前へ" f.circle_up
"手前のウィンドウを奥へ" f.circle_down
"再表示" f.refresh
"フロントパネルのアイコン化／復元" f.toggle_frontpanel
no-label f.separator
"次の画面" f.screen next
"前の画面" f.screen prev
"ワークスペースの作成" f.create_workspace
"次のワークスペース" f.next_workspace
"前のワークスペース" f.prev_workspace
"ワークスペースの削除" f.delete_workspace
no-label f.separator
"スタイル・マネージャ" f.action dtstyle
"ファイル・マネージャ" f.action DtfileHome
no-label f.separator
"ワークスペース・マネージャの再起動..." f.restart
no-label f.separator
"ログアウト..." f.action ExitSession

}

B.4 複数画面の場合のスタイル・マネージャの使用

スタイル・マネージャにより，デスクトップの外観に関する種々の属性をカスタマ
イズすることができます。複数画面でスタイル・マネージャを使用する場合は，カ
ラーと背景の 2つのオプションは各画面の各ワークスペース毎に設定する必要があ
ります。その他のオプションは全画面の全ワークスペースに適用されます。

スタイル・マネージャは一度に複数使用することはできません。変更は，スタイ
ル・マネージャを実行しているワークスペースと画面に適用されます。

複数画面のサポート B–5



複数画面のサポート
B.4複数画面の場合のスタイル・マネージャの使用

最初は，デフォルト画面以外のすべての画面には，デフォルトの Xサーバのカラー
マップがインストールされて，模様が入ったグレーの背景が表示されます。ここ
で，スタイル・マネージャの[カラー]ダイアログ・ボックスのカラー・バレットか
らどれでも選択して，画面の最初のワークスペースの色を設定することができま
す。その画面にワークスペースを追加作成する場合は，各ワークスペース毎にスタ
イル・マネージャからカラー・パレットを選択する必要があります。背景もこれと
同様に機能します。

B.5 アプリケーションを特定の画面用にカスタマイズする

スタイル・マネージャでカスタマイズできる画面特有の属性に加え，コマンド行の
オプションと画面固有のリソースを使用することによって，特定の画面用にアプリ
ケーションをカスタマイズすることができます。

B.5.1 コマンド行のオプションの使用

ウィンドウ・マネージャは，複数画面の管理用にコマンド行の次のオプションをサ
ポートしています。

• -multiscreen

標準で複数画面管理がオンに設定されています。このオプションを使用してオ
フにすることができます。

• -screen [screen-name ...]

このオプションにより，標準の画面番号の代わりに使用する画面名リストを指
定することができます。指定後，画面固有のリソース設定時に空白で区切った
画面名を指定することができます。標準では画面名は番号で，画面 0はデフォ
ルト画面を表します。

次の例では画面固有のリソース名を使用して 2番目の画面 "screen1"を指定し，そ
の画面にアイコン・ボックスを表示します。

$ MCR CDE$PATH:DTWM -screens "screen0" "screen1" -xrm -
_$ "*screen1*useIconBox: true"
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以上のオプションは，ウィンドウ・マネージャで複数画面を管理する場合には不要
です。

New Desktopに組み込まれている全 CDEアプリケーションは，次のコマンド行オ
プションをサポートしています。

• -display [node:displayx[.screenx]]

このオプションはアプリケーションを表示する画面を指定します。オプション
の値に画面番号を指定することによって指定でき，標準では画面番号は 0から
始まります。

• -xrm "resource_id:resource_value"

このオプションは Xリソース・マネージャのオプションで，コマンド行によっ
てアプリケーションの画面特有のカスタマイズ設定ができます。リソースの指
定で画面番号 (または名前)を指定することによって設定することができます。

B.5.2 特定の画面またはワークスペース用のリソースの指定

画面固有のリソースは，特定画面に表示されるクライアントだけに適用されるウィ
ンドウ・マネージャのリソースです。ワークスペース固有のリソースは，特定ワー
クスペースに表示されるクライアントだけに適用されるウィンドウ・マネージャの
リソースです。

画面固有のリソースの構文は次のとおりです。

*screen_name*resource_id: resource_value

標準では，画面番号がscreen_nameとして使用されます。

次の例では，スタイル・マネージャが画面 0の全クライアント用のカラー・パレッ
ト・リソースを指定します。

*0*ColorPalette: palette_name

ワークスペース専用リソースの構文は次のとおりです。

Dtwm[*screen_name]* workspace_id*resource_id: resource_value
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次の例では，ワークスペースwk1にワークスペースのタイトルを指定します。こ
のタイトルは，フロントパネルのワークスペースwk1を表すワークスペース・ボ
タンに表示される値です。

Dtwm*0*ws1*title: MYWORKSPACE
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CDEの APIルーチン

この付録では， CDE APIの全ルーチンを，共有ライブラリ (論理名
SYS$LIBRARYが指す)ごと，各共有ライブラリのヘッダ・ファイルごと
に，一覧表にまとめてあります。各ルーチンはそれぞれのヘッダ・ファイルに定義
されています。ライブラリの各ルーチンはそれぞれ別の表にまとめてあります。

New Desktopには組み込まれていない CDEの APIルーチンが少数あり，その場
合は各表に脚注が付いています。

パラメータと各ルーチンの使用法についての詳細は，それぞれのマニュアル・ペー
ジを参照してください。マニュアル・ページは，[デスクトップ・アプリケーショ
ン]グループの[マニュアル・ページ・ビューア]を選択するか，次の例のようなコマ
ンド行を実行することによって表示することができます。

$ DTHELPVIEW == "$CDE$PATH:DTHELPVIEW"
$ DTHELPVIEW "-manPage" DtInitialize

C.1 CDEのデスクトップ・サービスAPIルーチン

CDE$LIBDTSVC.EXEに入っている CDEのデスクトップ・サービス APIルーチ
ンを表 C–1にまとめてあります。
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C.1 CDEのデスクトップ・サービス APIルーチン

表 C–1 CDE$LIBDTSVC.EXEに入っている CDEのデスクトップ・サービス API
ルーチン

API
ヘッダ・
ファイル ルーチン

APIの初期化 Dt.h DtInitialize

DtAppInitialize

アクションの処理 Action.h DtActionExists

DtActionLabel

DtActionDescription

DtDbReloadNotify1

DtDbLoad

DtActionInvoke

DtActionIcon

データ型指定 Dts.h DtDtsLoadDataTypes

DtDtsRelease

DtDtsDataToDataType

DtDtsFileToDataType

DtDtsFileToAttributeValue

DtDtsFileToAttributeList

DtDtsBufferToDataType1

DtDtsBufferToAttributeValue1

DtDtsBufferToAttributeList1

DtDtsDataTypeToAttributeValue

DtDtsDataTypeToAttributeList

DtDtsFreeDataTypeNames

DtDtsFreeAttributeList

DtDtsFreeAttributeValue

DtDtsFreeDataType

DtDtsDataTypeNames

DtDtsFindAttribute

1 New Desktopには組み込まれていません。

(次ページに続く)
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C.1 CDEのデスクトップ・サービス APIルーチン

表 C–1 (続き) CDE$LIBDTSVC.EXEに入っている CDEのデスクトップ・サービ
ス APIルーチン

API
ヘッダ・
ファイル ルーチン

DtDtsSetDataType

DtDtsDataTypeIsAction

ドラッグ・ドロップ機能 Dnd.h DtDndCreateSourceIcon

DtDndDragStart

DtDndVaDragStart

DtDndDropRegister

DtDndVaDropRegister

DtDndDropUnregister

ワークスペース・マネー
ジャ

Wsm.h DtWsmAddWorkspaceFunctions

DtWsmRemoveWorkspaceFunctions

DtWsmGetWorkspaceInfo

DtWsmFreeWorkspaceInfo

DtWsmGetWorkspaceList

DtWsmGetCurrentWorkspace

DtWsmAddCurrentWorkspaceCallback1

DtWsmRemoveWorkspaceCallback1

DtWsmSetCurrentWorkspace1

DtWsmGetWorkspacesOccupied

DtWsmSetWorkspacesOccupied

DtWsmOccupyAllWorkspaces

DtWsmAddWorkspaceModifiedCallback1

DtWsmGetCurrentBackdropWindow

セッションの保存および
復元機能

Session.h DtSessionSavePath

DtSessionRestorePath

1 New Desktopには組み込まれていません。

(次ページに続く)
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C.1 CDEのデスクトップ・サービス APIルーチン

表 C–1 (続き) CDE$LIBDTSVC.EXEに入っている CDEのデスクトップ・サービ
ス APIルーチン

API
ヘッダ・
ファイル ルーチン

スクリーン・セーバ Saver.h DtSaverGetWindows

C.2 CDEのヘルプ・ウィジェット支援ルーチン

CDE$LIBDTHELPに入っている CDEのヘルプ・ウィジェット支援ルーチンを
表 C–2にまとめてあります。

表 C–2 CDE$LIBDTHELP.EXEに入っている CDEのヘルプ・ウィジェット・ル
ーチン

API
ヘッダ・
ファイル ルーチン

ヘルプ・ユーティリティ・ルー
チン

Help.h DtHelpSetCatalogName 1

DtHelpReturnSelectedWidgetId

一般のヘルプ・ダイアログ支援 HelpDialog.h DtCreateHelpDialog

クィック・ヘルプ・ダイアログ
支援

HelpQuickD.h DtCreateHelpQuickDialog

DtHelpQuickDialogGetChild

1New Desktopには組み込まれていません。

C.3 CDEのカスタム・ウィジェット支援ルーチン

CDE$LIBDTWIDGETに入っている CDEのカスタム・ウィジェット支援ルーチ
ンを表 C–3にまとめてあります。
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C.3 CDEのカスタム・ウィジェット支援ルーチン

表 C–3 CDE$LIBDTWIDGET.EXEに入っている CDEカスタム・ウィジェット・
ルーチン

API
ヘッダ・
ファイル ルーチン

DtSpinBoxウィジェット支援 SpinBox.h DtCreateSpinBox

DtSpinBoxAddItem

DtSpinBoxDeletePos

DtSpinBoxSetItem

DtComboBoxウィジェット支援 ComboBox.h DtCreateComboBox

DtComboBoxAddItem

DtComboBoxDeletePos

DtComboBoxSetItem

DtComboBoxSelectItem

DtMenuButtonウィジェット支
援

MenuButton.h DtCreateMenuButton

DtEditorテキスト・エディタ・
ウィジェット支援

Editor.h DtCreateEditor

DtEditorAppend

DtEditorAppendFromFile

DtEditorChange

DtEditorCheckForUnsavedChanges

DtEditorClearSelection

DtEditorCopyToClipboard

DtEditorCutToClipboard

DtEditorClearSelection

DtEditorCopyToClipboard

DtEditorCutToClipboard

DtEditorDeleteSelection

DtEditorDeselect

DtEditorDisableRedisplay

DtEditorEnableRedisplay

(次ページに続く)
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C.3 CDEのカスタム・ウィジェット支援ルーチン

表 C–3 (続き) CDE$LIBDTWIDGET.EXEに入っている CDEカスタム・ウィジェ
ット・ルーチン

API
ヘッダ・
ファイル ルーチン

DtEditorFind

DtEditorFormat

DtEditorGetContents

DtEditorGetInsertionPosition

DtEditorGetLastPosition

DtEditorGetMessageTextFieldID

DtEditorGetSizeHints

DtEditorGoToLine

DtEditorInsert

DtEditorInsertFromFile

DtEditorInvokeFindChangeDialog

DtEditorInvokeFormatDialog

DtEditorInvokeSpellDialog1

DtEditorPasteFromClipboard

DtEditorReplace

DtEditorReplaceFromFile

DtEditorReset

DtEditorSaveContentsToFile

DtEditorSelectAll

DtEditorSetContents

DtEditorSetContentsFromFile

DtEditorSetInsertionPosition

DtEditorTraverseToEditor

DtEditorUndoEdit

1New Desktopには組み込まれていません。
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